
7
2012/JULY
�N�o�.�8�8

知的遊園地へ
　　　ようこそ！

庄原で発掘されたクジラの化石やさまざまな鉱物

が展示される比和自然科学博物館地学分館が７月

２０日にオープンします。原寸大のクジラの模型は

必見です。（関連記事2～ 5ページ）

特集１　比和自然科学博物館地学分館へ行こう！

特集２　“地域商店街型ショッピングセンター”を考える

土砂災害防止県民の集い

紅梅通りまちなか広場がオープン

ふるさと自慢うた自慢公開録音

next 庄原さとやま博体験メニュー実施中！

国民年金保険料の免除制度をご存知ですか？

庄原市成人式／

県立広島大学研究開発助成事業対象研究課題に新たに２件
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シリーズ「庄原市まちづくり基本条例」／

シリーズ「私にもできる獣害対策」

統計調査にご協力を／安心安全な毎日のために

夏祭りに出かけよう

健康広場「熱中症に注意！」
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原寸大のクジラ を見に行こう！

比和自然科学博物館 地学分館
７月２０日オープン

モグラ博物館として親しまれている「庄
原市比和自然科学博物館」に、地質に関
する資料を展示する「地学分館」が完成。
７月２０日にオープンし、翌２１日から入館
できます。
今月は、この地学分館の魅力に迫ります。

日
本
有
数
の
モ
グ
ラ
博
物
館

　

比
和
自
然
科
学
博
物
館
は
、現
在
の
建

物
が
平
成
２
年
に
完
成
し
、25
万
点
を
超

え
る
動
植
物・昆
虫
類
の
標
本
な
ど
を
展

示
す
る
、広
島
県
内
で
も
数
少
な
い
自
然

科
学
系
の
博
物
館
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、昭
和
26
年
に
比
和

小
学
校
内
に「
比
和
町
立
科
学
博
物
館
」

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、今

日
ま
で
の
60
年
間
、町
内
は
も
と
よ
り
、世

界
中
の
資
料
を
収
集・保
管
し
、世
界
の
博

物
館
と
も
提
携
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、モ
グ
ラ
博
物
館
と
も
言
わ
れ
る
ほ

ど
モ
グ
ラ
の
標
本
数
は
質
が
高
く
、日
本
で

も
有
数
で
す
。ま
た
、併
設
し
て
あ
る
郷
土

文
化
保
存
伝
習
施
設
で
は
、自
然・民
俗
な

ど
の
資
料
を
展
示
し
て
お
り
、町
内
の
風

土
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
膨
大
な
化
石
資
料
の
寄
贈
を
受

け
地
学
分
館
の
整
備
へ

　

平
成
18
年
に
は
、故
広
瀬
繁
登
さ
ん
が

設
立
し
た「
庄
原
子
ど
も
化
石
館
」か
ら

約
８
万
点
に
も
の
ぼ
る
貴
重
な
化
石
の
寄

贈
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、集
ま
っ
た
膨
大

な
資
料
を
活
用
で
き
る
、新
た
な
施
設

「
地
学
分
館
」の
整
備
が
検
討
さ
れ
始
め

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
地
学
分
館
整
備
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、整
備
の
基
本
理
念
や
基

本
構
想
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、同
博
物
館
に

隣
接
す
る
比
和
支
所
の
２
階
を
地
学
分
館

と
し
て
整
備
。22
年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け

て
展
示
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
ク
ジ
ラ
博
物
館

　

地
学
分
館
で
は
、収
集
や
寄
贈
を
受
け

た
化
石
や
鉱
物
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、ク
ジ
ラ
類
の
化
石
は
世
界
的

に
見
て
も
新
種
の
資
料
が
多
く
、こ
こ
地
学

分
館
で
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　

地
学
分
館
は
、観
光
交
流
や
自
然
学
習

の
場
と
し
て
、多
く
の
方
に
活
用
で
き
る
魅

力
あ
る
施
設
と
な
って
い
ま
す
。

比和自然科学博物館・地学分館
住   比和町比和１１１９−１
☎　０８２４−８５−３００５
時  ９時～１７時
休  年末年始（１２月２９日～１月４日）
料  一般（高校生以上）３００円
    団体（２０人以上） ２４０円

1SHOBARA
WHALE特集

 ペロケタスクジラの化石

 ペロケタスクジラ

アメジスト アンモナイト

タイムゲート

案内ボード

入口
タイムゲート

岩石と鉱物の展示室

化石展示室

展示資料

比和自然科学博物館
地学分館

比和郵便局
比和まちなか
　　大橋

比和中学校

比和小学校

↓至庄原市街地

（比和支所２階）

至高野町

胡橋

432

岩石と鉱物の展示室

化石展示室
カキ化石 キムラホタテガイ

階段を上った
所が入口です
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今
年
の
夏
休
み
は

文
化
施
設
巡
り
が
オ
ス
ス
メ

☆
市
内
の
文
化
施
設
を
巡
っ
て
み
よ
う

　

市
内
に
は
比
和
自
然
科
学
博
物
館
以
外

に
も
、貴
重
な
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
文

化
施
設
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。夏
休
み
の

自
由
研
究
な
ど
で
利
用
す
る
の
も
ひ
と
つ
。

「
知
っ
て
い
て
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」と
い
う

方
は
、新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。身
近
で
芸
術
、歴
史
、文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、夏
休
み
期
間
中
に
親

子
で
の
利
用
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

庄原市田園文化センター庄原市帝釈峡博物展示施設　時悠館

全
国
に
誇
る『
知
的
遊
園
地
』

ク
ジ
ラ
化
石
の
種
類
、量
と
も
日
本
一

　
「
中
国
山
地
で
ク
ジ
ラ
ウ
ォッ
チ
ン
グ
」で

き
る
博
物
館
が
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。中
国
山
地
で
ク
ジ
ラ
ウ
ォッ
チ
ン
グ
？
本

当
に
山
の
中
で
ク
ジ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
？
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、全
く
そ
の
通
り
で
す
。

　

比
和
自
然
科
学
博
物
館
で
、ク
ジ
ラ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
た
だ
け
る
ク
ジ
ラ
は
、

約
１
千
５
０
０
万
年
前
の
大
む
か
し
、庄
原

市
一
帯
が
海
だ
っ
た
こ
ろ
、そ
の
海
へ
回
遊
し

て
き
て
い
た
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
仲
間
で
す
。

　

30
年
前
、西
城
川
の
川
床
で
ク
ジ
ラ
の
化

石
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、そ
の
後
も
次
々
と

発
見
が
相
次
ぎ
、そ
れ
ら
の
ク
ジ
ラ
の
化
石

が
研
究
さ
れ
た
結
果
、ヒ
ロ
セ
ヒ
バ
ク
ジ
ラ
、ヤ

マ
オ
カ
ク
ジ
ラ
、シ
ョ
ウ
バ
ラ
ク
ジ
ラ
と
、ぺ
ロ
ケ

タ
ス
属
の
ク
ジ
ラ（
名
前
は
ま
だ
つ
い
て
い
な

い
）の
４
種
の
ク
ジ
ラ
が
回
遊
し
て
き
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
ク
ジ
ラ

は
、イ
ル
カ
な
ど
の
祖
先
で
は
な
く
、世
界
最

大
の
動
物
で
あ
る
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
祖

先
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
、こ
れ
か
ら
の
研

究
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
城
川
の
川
床
と
新
庄
町
と
い
う
狭
い

範
囲
で
４
種
も
の
ク
ジ
ラ
が
発
見
さ
れ
た
と

い
う
例
は
、庄
原
以
外
ほ
か
に
は
な
く
、ク
ジ

ラ
化
石
の
種
類
、発
見
さ
れ
た
化
石
の
量
と

も
日
本
一
で
、一
躍
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
庄
原
で
発
見
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
の
化

石
を
、多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
、役
立
て

よ
う
と
い
う
観
点
か
ら「
中
国
山
地
で
ク
ジ

ラ
ウ
ォッ
チ
ン
グ
」で
き
る
博
物
館
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
博
物
館
に
は
、庄
原
子
ど
も
化
石
館

（
掛
田
町　

代
表　

廣
瀬
マ
ス
子
さ
ん
）か

ら
庄
原
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
約
８
万
点
の
化

石
標
本
、横
山
鶴
雄
博
士（
中
本
町
）や
藤

井
守
さ
ん（
呉
市
）、陶
山
礼
子
さ
ん（
三
次

市
甲
奴
町
）、塚
本
清
治
さ
ん（
広
島
市
）が

収
集
さ
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
三
葉
虫
な
ど

比
和
自
然
科
学
博
物
館

館
長　

中
村
慎
吾
さ
ん

オープン直前
見学会！

実
際
に
触
れ
て
学
習
で
き
る
の
が
魅
力

　

目
の
前
で
ク
ジ
ラ
の
原
寸
大
の
模
型
や
発
掘

さ
れ
た
骨
を
見
て「
こ
こ
が
海
だ
っ
た
ん
だ
」と

子
ど
も
た
ち
も
実
感
し
た
よ
う
で
す
。ク
ジ
ラ

が
迫
る
よ
う
な
映
像
を
見
ら
れ
た
り
、標
本
を

自
由
に
動
か
し
実
際
に
鉱
物
な
ど
に
触
れ
た
り

し
て
学
習
で
き
る
の
で
、と
て
も
魅
力
的
な
施
設

で
す
ね
。子
ど
も
た
ち
も
、町
内
に
自
分
た
ち
の

自
慢
の
も
の
が
ま
た
一
つ
増
え
た
と
喜
ん
で
い

ま
す
。今
後
も
学
習
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

オープンまで残り１ヵ月と迫った６月８日、比和小学校の５･６
年生がひと足早く地学分館を見学しました。

の
化
石
標
本
約
４
千
点
、岩
石
鉱
物

標
本
６
千
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
標
本
の
中
か
ら
特
に
貴
重
な

も
の
、小・
中
学
生
の
理
科
の
学
習
に

必
要
な
標
本
を
選
ん
で
第
二
展
示
室

（
岩
石
と
鉱
物
展
示
室
）に
展
示
し
ま

し
た
。庄
原
子
ど
も
化
石
館
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
化
石
標
本
は
大
変
な
量
な

の
で
、こ
の
標
本
の
ほ
と
ん
ど
は
整
理

し
収
蔵
庫
に
保
存
し
て
い
ま
す
。ま

た
、岩
石
鉱
物
標
本
も
展
示
で
き
な

か
っ
た
も
の
は
収
蔵
庫
に
保
存
し
、見

学
希
望
の
方
に
は
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
た「
中
国
山
地
で

ク
ジ
ラ
ウ
ォッ
チ
ン
グ
」で
き
る
博
物
館

が「
知
的
遊
園
地
」と
し
て
皆
さ
ん
に

役
立
つ
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

中村館長の説明を興味深く聴く児童たち

イ
ン
タ
ビュ
ー

interview

展示されている鉱物などは、一部を除き、
手で触れて観察することができます。

収蔵ケースを卓台に移動し、じっくり調
べることができます。

比和小学校
森岡紀子校長

　
「
大
き
な
ク
ジ
ラ
が
す
ご
い
迫

力
だ
っ
た
」「
昔
の
ク
ジ
ラ
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
」「
展
示
さ
れ
て
い

る
石
は
、普
段
触
っ
て
い
る
石
と
は

ち
ょっ
と
違
っ
て
面
白
か
っ
た
」「
近

い
の
で
ま
た
来
て
学
習
し
た
い
」と

そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

大きな
クジラ

が

すごい
迫力だ

ったよ

井澤 克彰くん

杠  翔希くん 梶川 昂生くん
加藤 真皓くん

　皆さんの生涯学習を援助す
る図書館、郷土の作家倉田
百三の資料を整備・展示した
倉田百三文学館、歴史民俗資
料館、展示ギャラリーなどに利
用できる多目的ホールがある
複合文化施設です。

◆ここがオススメ！
　本市出身の倉田百三が残し
た約４００点の作品が観覧で
きます。市内には、百三ゆかり
の場所もあり、そこを訪ねてみ
るのもおすすめです。

住  西本町２丁目 20 番 10 号
☎    ０８２４−７２−１１５９
時  10 時～ 17 時（図書館は 19 時まで）
休  毎週火曜日
     （祝日の場合は開館、翌日は休館）
     年末年始（12 月 29 日～１月４日）
料  無料

　帝釈峡岩陰遺跡群の出土遺物
を中心に、石灰岩台地特有の動
植物や東城地域の民俗文化財な
どを展示しています。１万２０００
年前の「無文土器」や固有種の陸
貝「タイシャクギセル」など、珍し
い博物資料がいっぱいです。
◆ここがオススメ！　
　入場後エレベーターから降りる
と目の前に「時空旅行のトンネル」
が現れるぞ。さあ縄文時代にタイ
ムスリップしてみよう！

　最新情報機器の原点であ
る蓄音機や電話機などのア
ナログ機械を始め、開発期か
らの多様な音声・映像機器な
ど多数展示しています。触れ
て体験・体感できるものが
いっぱいです。
◆ここがオススメ！　
　16ミリや35ミリの映写
機、64席を備える本格的な
映画館「ふれあいシネマ」。不
定期上映なのでお問い合わ
せのうえ、お見逃しなく。

住  東城町帝釈未渡１９０９
☎    ０８４７７−６−０１６１ 時 ９時～ 17 時
休   毎週水曜日（祝日の場合は開館、翌

日は休館）
      年末年始（12 月 29 日～１月４日）
料   一般（高校生以上）４００円
     団体（20 人以上）３２０円　
     中学生以下無料

住  口和町永田９
☎    ０８２４−８７−２２３０
時  ９時～ 17 時
休   毎週火・水・金・日曜日
　  年末年始（12 月 29 日～１月４日）
料   無料

口和郷土資料館

1SHOBARA
WHALE特集
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“
地
域
商
店
街
型

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
”

を
考
え
る

　日本の人口は平成 18 年をピークに減少に転じ、超高齢化社会が到来していま
す。また相次ぐ大型店舗の出店などにより、今まであった “ 地域商店街型ショッピ
ングセンター” の経営がさらに厳しい状況に陥っています。
　もし、“ 地域商店街型ショッピングセンター” がなくなったらどうなるのでしょう
か。単純に「困る」「不便になる」だけでない問題があります。
　今月２つ目の特集は、市内の “ 地域商店街型ショッピングセンター”（以下、地域
商店街型ＳＣ）を取り上げ、地域社会に果たすべき役割と課題解決に向けた取り
組みについて考えてみます。
※超高齢化社会…65 歳以上の高齢者の占める割合が全人口の 21％を超えた社会

庄原
西城
東城
口和
高野
比和
総領

100％

95％

90％

85％

80％
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

110％

105％

100％

95％

90％

85％
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

※平成 17 年３月末人口を 100％とし、各年３月末の
人口を比較。（住民基本台帳による地区別人口で作成）※平成 17 年度収入額を 100％とし、

各年度の収入額を比較。

市内 A店市内 B店

庄原専門店
市内 E店
コンビニ
三次 SC
三次市スーパー インターネット

その他

■庄原市の地域別人口の推移■市内商店街型 SCの一部店舗の収入額推移 ■店舗別買い物行動の実情

（出展：堀田学准教授　庄原市県立広島大学助成研究報告書）
（出展：堀田学准教授
　　庄原市県立広島大学助成研究報告書）
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か
つ
て
に
ぎ
わ
っ
た
商
店
街
は
今
は
昔

　

高
度
成
長
期
、日
本
の
商
店
街
は
活
気
で

あ
ふ
れ
、一
日
中
人
の
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、現
在
は
、人
も
ま
ば
ら
で
閑
散

と
し
、シ
ャッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
い
る
店
舗
も

多
く
、か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
失
っ
た
商
店
街

が
全
国
各
地
で
増
え
て
い
ま
す
。

衰
退
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

　

商
店
街
は
、交
通
の
要
所
に
店
舗
が
集
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、車
社
会
の
到
来
に
よ
り
交
通
の
要
所

が
変
化
し
、大
型
商
業
施
設
へ
人
の
流
れ
が

移
っ
た
こ
と
が
衰
退
の
一
因
だ
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。加
え
て
、少
子
高
齢
化
、人
口
減

少
に
よ
る
購
買
力
低
下
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
情
報
通
信
網
や
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
発

達
、商
店
の
後
継
者
不
足
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

希
望
の
地
域
商
店
街
型
Ｓ
Ｃ
も

存
続
の
危
機
に

　

そ
う
いっ
た
中
、地
域
の
商
業
者
は
、購
買

力
の
流
出
を
防
ぎ
、集
客
力
を
高
め
る
た

め
、大
型
店
が
持
つ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ・シ
ョッ
ピ
ン

グ
機
能
や
利
便
機
能
を
持
た
せ
た
共
同
店

舗（
地
域
商
店
街
型
Ｓ
Ｃ
）を
設
置
し
、一

定
の
集
客
を
確
保
し
経
営
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、今
、地
域
の
人
に
長
く
親
し

ま
れ
て
き
た
地
域
商
店
街
型
Ｓ
Ｃ
も
厳
し

い
経
営
状
況
に
陥
って
い
ま
す
。

regional mall type SC
Given the特

集
２

市内地域商店街型ＳＣの独自の取り組みを紹介
　市内にある地域商店街型ＳＣの経営は厳しい状況にありますが、それぞれが地域に密着した取り組みを行い、住民
が利用しやすいＳＣを目指しています。

　買い物に出かけるのが困難な地域の
高齢者をなんとかしてあげたい。その思
いから、宅配業者と提携し「トーエイネット
スーパーおつかい便」を、平成 22 年 11
月から開始しています。
　電話、ファックスでも注文を受け付け、
注文された生鮮、食料品などは翌日まで
に自宅まで配達されます。利用者からは

「車がなくても色 な々商品が買えるのでう
れしい」と好評。
　代表取締役の宮永壽夫さんは「事業
の手ごたえを感じている」と話しています。

地域のお年寄りにやさしい
「食品宅配サービス」

トーエイ（東城） ウイル西城

　ジョイフルながえでは“にぎわい創出”
“人が集まるきっかけづくり”“アメニティ機
能の強化”をキーワードに、三日の市の開
催や歯科医院のオープンなどに取り組ん
できました。
　「子どもの遊び場が欲しい」という声に
応え、今年の６月、子育てサポートステー
ション「あいあいキッズ」をオープン。
　理事長の宮崎良治さんは「利用者か
ら安心して買い物ができると喜ばれてい
るので継続したい」と話しています。

子育てをサポートする
「アメニティ機能」

声掛けで安否確認
「移動販売車」

ジョイフルながえ（庄原）

市
内
の
地
域
商
店
街
型
Ｓ
Ｃ「
ウ
イ
ル
西
城
」の
今

厳
し
い
経
営
状
況

　

景
気
の
低
迷
に
よ
る
地
域
商
店
街
型
Ｓ

Ｃ
存
続
の
危
機
と
い
う
全
国
的
な
流
れ
は
、

本
市
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

西
城
町
の
中
心
地
に
あ
る
地
域
商
店
街
型

Ｓ
Ｃ「
ウ
イ
ル
西
城
」は
、か
つ
て
な
い
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
西
城
は
平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン

し
、地
域
住
民
の
身
近
な
Ｓ
Ｃ
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、人
口
の
減
少

や
市
内
に
大
型
店
が
出
店
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
来
店
者
数
が
減
少
、当
初
12
店
舗

あ
っ
た
テ
ナ
ン
ト
も
今
は
６
店
舗
に
ま
で
減

り
、Ｓ
Ｃ
と
し
て
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。ウ
イ
ル
西

城
を
施
設
管
理
し
て
い
る
西
城
町
産
業
振

興
開
発（
株
）は
、こ
の
機
能
を
維
持
し
よ
う

と
直
営
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。各
テ
ナ
ン
ト

は
人
件
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る
経
費
を
圧
縮
し
、

こ
の
４
月
か
ら
は
年
中
無
休
で
営
業
し
て
い

ま
す
が
、来
店
者
の
増
加
に
は
な
か
な
か
結

び
つい
て
い
ま
せ
ん
。

に
ぎ
わ
い
再
生
を
目
指
し

　

ウ
イ
ル
西
城
は
、地
域
の
人
が
買
い
物
を

楽
し
む
場
で
あ
る
と
同
時
に
、公
共
的
施
設

を
併
設
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。１
階
は
日
常
生
活
品

が
あ
る
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、２
階
は
３
０
０

人
が
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
的
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、駐
車
場
も
完
備
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、１
階
に
あ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、産
直
市「
五
の
市
」を
開
催
。食
品
売

り
場
で
は
、毎
月
新
商
品
の
検
討
会
議
を
行

い
、こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
商
品
の
開
発

や
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
階

ホ
ー
ル
と
１
階
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
連
動
さ

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、多
角
的
な
施
設

の
利
用
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

西
城
町
産
業
振
興
開
発（
株
）代
表
取
締

役
の
岡
下
清
次
さ
ん
は「
観
光
情
報
サ
ー
ビ

ス
や
土
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
な
ど
、

市
外
か
ら
の
観
光
客
が
立
ち
寄
り
た
い
と

思
え
る
仕
掛
け
に
も
取
り
組
み
た
い
」と
話

し
て
い
ま
す
。『
ウ
イ
ル
西
城
の
顧
客
は
地
域

住
民
。地
域
の
発
展
や
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
へ
貢
献
す

る
こ
と
が
ウ
イ

ル
西
城
の
強
み

に
な
る
』。こ
の

思
い
を
胸
に
、

住
民
か
ら
必

要
と
さ
れ
る

地
域
商
店
街

型
Ｓ
Ｃ
と
し
て

営
業
努
力
を

続
け
ま
す
。

regional mall type SC
Given the特

集
２

　平成 22 年７月から西城町全域を対象
に移動販売車（あんしん号）の運行を始
めました。町内を移動しながら高齢者に
声掛けをし安否確認を行う“見守りの役
割”も担っており、利用者からは「ウイル西
城の移動販売車なので安心して買い物
ができる」と好評です。
　代表取締役の岡下清次さんは「移動
販売車が好調なほど、来店の機会が減る
という現実もある。移動販売車も喜ばれ、
来店者も増えるのが理想」と話していま
す。

写真はイメージ
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堀
田　

西
城
で
は「
ウ
イ
ル
西
城
」を
中
心

と
し
た
活
性
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
う

いっ
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

伊
藤　

備
北
商
工
会
内
に
ア
イ
デ
ア
委
員

会
を
設
置
し
、将
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

西
城
を
活
性
化
し
て
い
く
の
か
議
論
し
て
い

ま
す
。そ
の
な
か
で“
ま
ち
の
駅　

ヒ
バ
ゴ
ン

の
里
エ
リ
ア
”と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
ま
し

た
。こ
れ
は「
ウ
イ
ル
西
城
」を
核
に
観
光

サ
ー
ビ
ス
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
併
せ
持
つ“
ま

ち
の
駅
”と
し
て
行
政
、住
民
、農
業
、商
業

が
連
携
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
と
い
う
も
の

で
す
。西
城
の
活
性
化
に
向
け
た
思
い
を
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
橋　

中
心
市
街
地
が
衰
退
し
て
い
る
な

か
ハ
ー
ド
の
整
備
も
大
切
で
す
が
、そ
れ
以

上
に
ソ
フ
ト
面
が
大
切
で
す
。町
全
体
を
ど

う
す
る
の
か
。そ
れ
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
考
え
、で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
、成

功
体
験
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

堀
田　

地
域
の
Ｓ
Ｃ
は
量
販
店
に
も
見
え

ま
す
が
、実
は
立
体
的
な
商
店
街
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
と
目
的
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。物
を
売
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、ま

ず
人
が
集
ま
る
こ
と
。そ
こ
で
に
ぎ
わ
い
の

場
が
生
ま
れ
、そ
の
中
で
商
業
施
設
が
活
性

　もし地域商店街型ＳＣがなくなれば、単に買い物ができず不便になる
だけでなく、地域そのものが一気に寂れてしまうことが懸念されます。
　地域商店街型ＳＣをどう活性化していくかをテーマに、堀田学県立広
島大学准教授、西城アイデア創出事業協議会会長伊藤郁夫さん、髙橋
利彰事業担当副市長に対談をしていただきました。

化
し
て
い
く
と
考
え
ま
す
が
、い
か
が
で
す

か
。

髙
橋　

人
口
減
少
に
よ
り
利
用
客
が
減
る

の
は
避
け
て
通
れ
な
い
現
実
で
す
。で
す
か

ら
新
し
い
発
想
で
、地
域
が
Ｓ
Ｃ
を
育
て
る

と
い
う
考
え
方
が
大
切
で
す
。“
ま
ち
の
駅
”

を
い
か
に
魅
力
あ
る
施
設
に
し
て
い
く
か

は
、地
域
の
人
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

特
に
買
い
物
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
い
つ
も
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
集
ま
る
。自
然
と
地

域
の
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て

地域ＳＣの
活性化には

“住民の意識”
が大切

髙橋　利彰 副市長

まちの駅の魅力は
地域の人で輝く

観光・住民サービスを
提供するまちの駅に

■プロフィール
昭和 33年大阪市生まれ。昭和 61年９月に
妻の故郷西城町へ帰郷。西城ふるさと祭実
行委員長など活躍。現在は、備北商工会理
事、西城アイデア創出事業協議会会長とし
て、西城町の活性化に取り組んでいる。西
城町中野在住。

伊藤　郁夫 さん

ＳＣの活性化は
まちづくりそのもの
■プロフィール
県立広島大学生命環境学部准教授、農学博
士。昭和 40年奈良県生まれ。平成７年に京
都大学大学院農学研究科博士後期課程修了。
日本学術振興会特別研究員を経て平成 13 年
から現職。著書に『青果物仲卸業者の機能と
制度の経済分析』農林統計協会，2000 年（単
著）など。農産物の流通研究から商店街にも
目を向けた研究にも取り組む。

堀田　学 さん

会
話
と
交
流
が
生
ま
れ
る
。そ
う
い
う
地
域

の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
が“
ま
ち
の

駅
”の
目
指
す
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　
「
ウ
イ
ル
西
城
」の
付
近
に
は
、西

城
支
所
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、体
育
館

や
温
水
プ
ー
ル
な
ど
の
体
育
施
設
、病
院
、

保
育
所
な
ど
の
施
設
が
集
ま
っ
て
お
り
、そ

こ
に
出
入
り
す
る
人
が 

自
ら
の
活
動
を
促

進
さ
せ
る
た
め
に「
ウ
イ
ル
西
城
」を“
ま
ち

の
駅
”と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。人
が
集

ま
って
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、色
々
な
も

の
を
持
ち
寄
っ
た
り
、活
動
す
る
人
々
を
応

援
し
た
り
し
ま
す
。た
だ
集
ま
る
だ
け
で
は

な
く
、そ
れ
に
付
随
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

力
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
大
事
に
す
る
こ
と

が
、“
ま
ち
の
駅
”と
し
て
地
域
住
民
や
観
光

客
に
必
要
と
さ
れ
る“
に
ぎ
わ
い
の
場
”へつ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
備
北
商
工
会
も
、西
城
の
ま
ち
づ

く
り
を
含
め「
ウ
イ
ル
西
城
」の
応
援
団
と

し
て
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
橋　

西
城
地
域
に
限
ら
ず
、ま
ち
づ
く
り

に
答
え
は
な
い
と
思
い
ま
す
。で
き
る
こ
と

か
ら
一
つ
ず
つ
実
行
し
、良
い
も
の
は
吸
収
し

て
悪
い
も
の
は
反
省
す
る
。そ
う
や
っ
て
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
い

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
作
っ
て
も
取
り
組
み
に
く
た
び
れ
て
し
ま

い
、次
に
続
か
な
く
な
っ
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。み
ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の

ま
ち
は
こ
う
し
て
い
く
ん
だ
、と
い
う
取
り

組
み
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

堀
田　

地
域
の
Ｓ
Ｃ
の
活
性
化
は
商
店
街

の
活
性
化
で
も
あ
り
、ま
ち
づ
く
り
そ
の
も

の
で
す
。ど
う
い
う
ま
ち
に
し
た
い
か
と
い

う
住
民
の
意
識
が
あ
っ
た
う
え
で
、理
想
的

な
Ｓ
Ｃ
に
作
り
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
ず
基
本
は
住
民
だ
と
い
う
こ
と

が
、今
日
の
結
論
だ
と
思
い
ま
す
。

regional mall type SC
Given the特

集
２

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
な
が
え
、ト
ー
エ
イ
、ウ
イ
ル

西
城
の
３
つ
の
Ｓ
Ｃ
は
、共
通
す
る
問
題

や
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度

『
Ｓ
Ｃ
研
究
会
』を
立
ち
上
げ
、勉
強
会

の
実
施
や
合
同
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画・

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、共
通
の
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル

商
品
券「
わ
く
わ
く
シ
ー
ル
お
母
さ
ん
サ

ン
ク
ス
フ
ェ
ア
」を
企
画
し
、５
月
10
日
か

ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

急
激
な
売
上
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で

は
な
い
も
の
の
、３
つ
の
Ｓ
Ｃ
が
協
調
し
た

初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、今
後
の
活

動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

産
業
界
、大
学
、行
政
な
ど
が
連
携

し
、産
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

「
し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機
構
」

は
、市
内
事
業
者
が
行
う
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
や
販
売
促
進

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の「
わ
く
わ
く
シ
ー
ル
お
母
さ
ん

サ
ン
ク
ス
フェア
」も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
新
産
業
の
創

出
、地
域
課
題
の
解
決
な
ど
、Ｓ
Ｃ
を
含

め
た
地
域
活
性
化
へ
、こ
う
し
た
産
学
官

連
携
の
取
り
組
み
に
も
注
目
が
集
ま
って

い
ま
す
。

あ
と
が
き

　

今
後
も
、庄
原
市
の
人
口
減
少
は
進

み
、マ
ー
ケ
ッ
ト
は
確
実
に
縮
小
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
経
営
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
に
は
な
い
、発

想
の
転
換
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造

と
顧
客
の
獲
得
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
な
が
え
が
中
心
に
開
催
す

る「
三
日
の
市
」は
、近
隣
の
商
店
と
の
連

携
、手
作
り
雑
貨
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
出

店
も
あ
り
、市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
いっ
た
取
り
組
み
の
拡
大
が
、地

域
課
題
解
決
に
向
け
た
ひ
と
つ
の
方
向

性
と
考
え
ら
れ
ま
す
。い
ま
一
度
、地
域

商
店
街
型
Ｓ
Ｃ
が
果
た
す
役
割
や
、地
域

商
店
街
型
Ｓ
Ｃ
を
地
域
で
育
て
る
と
いっ

た
視
点
で
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

地域商店街型ＳＣの 
活性化には何が必要か

産
学
官
連
携
でＳ

Ｃ
を
支
援

３
つ
の
Ｓ
Ｃ
が

研
究
会
を
発
足
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策
も
併
せ
、総
合
的
な
対
策
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
集
い
は
、土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

防
災
知
識
の
普
及
、警
戒
体
制
の
整
備
の
促

進
な
ど
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
、土
砂
災
害
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
有
意
義

な
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

地
域・行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

　

平
素
か
ら
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご
尽
力

土砂災害防止県民の集い
ｉｎ庄原市民会館

総
合
的
な
対
策
に
全
力
を
あ
げ
る

　

本
県
は
急
峻
な
山
地
や
丘
陵
地
が
４
分

の
３
を
占
め
、地
形
的
地
質
的
に
土
砂
災
害

の
発
生
す
る
危
険
個
所
も
約
３
万
２
千
カ

所
と
全
国
で
最
も
多
い
。土
砂
災
害
か
ら
県

民
の
皆
さ
ん
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、社

会
資
本
未
来
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、計
画
的
に

砂
防
施
設
や
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
な

ど
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。さ
ら
に
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
な
ど
ソ
フ
ト
対

広島県土木局長
高垣広徳

庄原市長
滝口季彦

広
島
大
学
大
学
院

総
合
科
学
研
究
科 

教
授

海
堀　

正
博

庄
原
市
口
和
支
所
長

清
水　

孝
清

広
島
県
土
木
局
砂
防
課
長

田
村　
　

毅

東
城
町
川
西
下

自
治
振
興
区
長

赤
木　

初
男

　土砂災害の防止および被害軽減のため、国民の関心
と認識を深めることを目的に、毎年６月を「土砂災害防止
月間」と定め、取り組みが実施されています。
　広島県では、取り組みの一環として「土砂災害防止県
民の集い」を毎年開催しており、本年度は６月８日に庄原
市民会館で開催されました。
　その内容の一部をご紹介します。

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

２
年
前
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
、一
人
の
尊
い

命
を
奪
っ
た
だ
け
で
な
く
、大
切
な
財
産
、

人
々
の
営
み
や
多
く
の
思
い
出
な
ど
も
一
瞬

に
し
て
押
し
流
し
、人
は
無
力
だ
と
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
た
。し
か
し
、そ
の
苦
難
か
ら

立
ち
上
が
れ
る
の
も
人
の
力
だ
。

　

本
市
は
こ
の
災
害
を
教
訓
に
、防
災
マニュ

ア
ル
を
見
直
し
、ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
新
た
に

作
成
し
た
。各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
と
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
って
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。地
域
防
災
と
災

害
へ
の
危
機
管
理
意
識
を
高
め
、住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

基　調　講　演事　例　報　告

『
近
年
の
土
砂
災
害
の

特
徴
と
警
戒
す
べ
き
誘
因
』

　

雨
が
降
り
続
き
地
盤
が
緩
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
と
き
、そ
の
後
の
短
時
間
強
雨

で
土
砂
災
害
の
多
発
に
つ
な
が
る
例
が
多

い
。雨
量
が
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
と
崩
壊

が
増
え
始
め
、２
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
と
著

し
く
増
加
、さ
ら
に
時
間
雨
量
が
30
ミ
リ
以

上
加
わ
る
と
、土
石
流
な
ど
が
集
中
発
生
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。近
年
の
雨
の
特
徴

は
、短
時
間
に
集
中
的
な
強
雨
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、７
月
ま
で
は
も
の
す
ご
く
雨
が

多
か
っ
た
の
に
、８
月
に
な
る
と
雨
が
ま
っ
た

く
降
ら
な
い
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
特
徴
で

あ
る
。広
島
県
は
土
砂
災
害
発
生
の
危
険

度
、特
に
土
石
流
や
急
傾
斜
地
崩
壊
な
ど
に

よ
る
災
害
危
険
個
所
数
は
全
国
一
多
い
県

だ
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
。そ
し
て
、災
害
に
よ
る
犠
牲
を
減
ら
す

た
め
に
は
、災
害
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
、

降
雨
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
習
慣
を
身

に
付
け
、集
め
た
情
報
の
意
味
を
知
り
活
用

す
る
練
習
を
す
る
こ
と
、異
常
事
態
の
想
定

に
基
づ
く
防
災
訓
練
や
安
全
の
前
提
条
件

を
定
期
的
に
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
も
必
要

だ
。何
よ
り
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
生
き

方
、豊
か
な
生
き
方
を
追
及
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
に
思
う
。

　

防
災
と
は
、自
然
現
象
そ
の
も
の
を
な
く

す
こ
と
で
は
な
く
、そ
れ
が
大
き
な
災
害
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。自
然
に

親
し
み
、異
常
時
に
は
前
兆
を
感
じ
取
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
大
の
防
御
に
な
る
。

　

災
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
な
く
し
た

り
、自
然
的
な
素
因
を
変
え
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。私

た
ち
は
、社
会
的
な
素
因
を
ど
う
減
少
さ
せ

る
か
と
い
う
の
が
重
要
だ
。災
害
が
同
時
多

発
す
る
よ
う
な
と
き
は
、行
政
側
の
防
災
対

応
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、自
主
防
災
活

動
や
自
主
避
難
な
ど
が
必
要
だ
。私
た
ち

は
、こ
う
いっ
た
集
会
な
ど
の
機
会
に
災
害
の

教
訓
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
７・16
庄
原
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を

ふ
り
か
え
っ
て
』

　

庄
原
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
非
常
に
狭
い
範
囲

で
被
害
が
集
中
的
に
発
生
し
た
。前
日
ま
で

の
累
積
雨
量
は
２
６
０
㍉
に
達
し
、被
災
地

の
山
々
は
す
で
に
飽
和
状
態
と
な
って
い
た
。

16
日
の
午
後
３
時
か
ら
７
時
ま
で
の
雨
量

は
、川
北
観
測
所
で
１
２
５
㍉
、大
戸
観
測

所
で
１
７
４
㍉
、時
間
雨
量
最
大
91
㍉
の
雨

『
昭
和
47
年
７
月
豪
雨
災
害
』

　

広
島
県
で
は
昔
か
ら
大
き
な
土
砂
災
害

が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
、47

年
の
豪
雨
災
害
は
、相
当
の
総
雨
量
で
大
規

模
な
土
砂
災
害
が
多
発
し
た
が
、当
時
の
被

災
状
況
が
わ
か
る
貴
重
な
記
録
が
地
元
に

も
残
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
経
験
時
の
資
料
や
記

録
を
残
し
て
い
く
こ
と
で
、当
時
を
知
ら
な

『
地
域
が
つ
な
ぐ
防
災
の
輪
』

　

一
昨
年
の
５
月
14
日
に
自
主
防
災
組
織

を
発
足
し
た
。当
初
は
、地
域
の
現
状
が
把

握
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、災
害
時
の
避

難
支
援
が
必
要
か
ど
う
か
を
聞
く
ア
ン

ケ
ー
ト
を
全
戸
に
配
布
し
、何
度
も
役
員
会

を
重
ね
、こ
れ
を
ま
と
め
た
。

　

そ
の
後
、山
口
大
学
の
滝
本
幸
一
准
教
授

に
お
越
し
い
た
だ
き
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
成
に

が
観
測
さ
れ
た
。午
後
４
時
30
分
過
ぎ
か

ら
土
石
流
が
発
生
し
始
め
た
が
、被
災
住
民

は
そ
れ
ぞ
れ
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
、隣
近

所
で
高
齢
者
の
避
難
支
援
が
行
わ
れ
、立
ち

往
生
し
た
車
両
や
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

が
助
け
ら
れ
る
な
ど
自
助・共
助
が
行
わ
れ

た
。

　

復
旧
に
関
し
て
は
、国
土
交
通
省
の
緊
急

災
害
対
策
派
遣
隊（T

EC-FO
RCE

）に
、

被
災
個
所
を
調
査
い
た
だ
き
、特
に
危
険
度

い
人
に
も
臨
場
感
を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。災
害
の
記
録
が
世
代
を
超
え
て
伝

承
さ
れ
る
た
め
に
は
、と
て
も
有
効
で
あ
り
、

こ
れ
が
防
災
に
つ
な
が
って
い
く
と
思
う
。里

山
集
落
の
強
み
は
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
し
て
の

人
と
人
と
の
結
び
付
き
が
強
く
、地
域
の
自

然
環
境
と
日
々
向
き
合
って
い
る
こ
と
だ
。そ

の
た
め
、防
災
意
識
の
高
い
リ
ー
ダ
ー
の
も
と

で
、災
害
の
経
験
談
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

り
、災
害
の
記
憶
や
教
訓
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

よ
る
災
害
危
険
個
所
の
把
握
、役
員
交
代
に

よ
る
活
動
の
衰
退
な
き
継
続
、活
動
計
画
の

策
定
と
現
地
調
査
の
実
施
、要
支
援
者
世

帯
の
調
査
と
支
援
内
容
の
確
認
、の
４
項
目

の
指
摘
を
受
け
た
。こ
れ
を
活
動
の
目
標
と

し
て
、役
員
会
を
重
ね
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
た
。常
備・非
常
備
消
防

と
連
携
し
、初
期
消
火
訓
練
や
地
域
安
全

点
検
、パ
ト
ロ
ー
ル
や
救
命
救
急
講
習
を
通

し
て
、消
防・
防
犯・
救
命
の
意
識
高
揚
を

の
高
い
14
カ
所
は
、砂
防
え
ん
堤
の
設
置
を

県
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、二
次
災
害
防

止
の
た
め
の
臨
時
の
雨
量
計
な
ど
も
設
置

さ
れ
た
。農
地
、水
路
、道
路
河
川
も
確
実

に
復
旧
が
進
ん
で
い
る
。

　

庄
原
市
は
、本
年
度
か
ら
自
主
防
災
組

織
に
活
動
助
成
を
行
っ
て
お
り
、避
難
勧
告

の
基
準
の
見
直
し
や
防
災
計
画
の
変
更
も

行
っ
た
。こ
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
教
訓
に
、減

災・防
災
に
努
め
て
い
き
た
い
。

中
で
し
っ
か
り
共
有・浸
透
さ
れ
た
り
、伝
承

さ
れ
や
す
い
。こ
の
強
み
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
防
災
の
ひ
と
つ
の
要
素
だ
と
思
う
。

　

広
島
県
で
は
、災
害
の
記
録
を
伝
承
す
る

と
い
う
観
点
も
含
め
、「
地
域
の
砂
防
情
報

ア
ー
カ
イ
ブ
」と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

た
。地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
砂
防

や
土
砂
災
害
の
地
域
情
報
を
電
子
デ
ー
タ

と
し
て
保
管
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し

て
い
る
。ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

図
っ
て
き
た
。そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
課
題
が

多
い
の
で
、小
さ
な
こ
と
か
ら
で
き
る
こ
と
を

や
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と
を
減
ら
し
て
い
き
た

い
。今
年
３
月
に
は
地
域
内
の
消
火
栓
や
防

火
水
槽
の
設
置
場
所
を
把
握
し
防
災
マッ
プ

へ
追
加
し
た
。消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練

や
、各
家
庭
で
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
の
備
え

な
ど
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

今
後
は
、市
全
体
の
活
動
に
つ
な
が
る
よ

う
、さ
ら
な
る
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

（編集上敬称を省略しています。）
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ＮＨＫ広島放送局と庄原市は、｢ふるさと自慢うた自慢｣の公開録音を行います。
観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

❶
主
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
、庄
原
市

❷
と
き

９
月
14
日（
金
）

開
場
／
17
時

開
演
／
17
時
40
分

終
演
予
定
／
20
時
15
分

❸
と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

（
庄
原
市
西
本
町
２
丁
目
17

−

15

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

４
２
４
２
）

❹
出
演

○
ゲ
ス
ト
／
冠
二
郎
・
神
野
美
伽

○
地
元
出
演
者
の
皆
さ
ん

❺
司
会

今
城
和
久
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

❻
観
覧
申
し
込
み

入
場
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券（
１
枚

で
２
人
ま
で
入
場
可
）が
必
要
で
す
。郵
便

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
記
入
事
項
】

〈
往
信
用
裏
面
〉

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
④
電
話
番
号

〈
返
信
用
表
面
〉

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前

●
あ
て
先　

〒
７
２
７

−

０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
２
丁
目
17

−

15

庄
原
市
民
会
館「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自

慢
」係

●
締
め
切
り　

８
月
22
日（
水
）必
着

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ま
か
ら
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、当

選・落
選
の
結
果
を
８
月
30
日（
木
）頃
に
発

送
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョン
な
ど
で
の

転
売
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
固
く

お
断
り
し
ま
す
。売
買
を
目
的
と
し
た
お

申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は
抽

選
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❼
放
送
予
定

【
ラ
ジ
オ
第
１・全
国
放
送
】

〈
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
〉

12
月
８
日（
土
）16
時
５
分
～
55
分

〈
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
〉

12
月
15
日（
土
）16
時
５
分
～
55
分

※
放
送
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

❽
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

４
２
４
２

（
９
時
～
17
時
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局

☎
０
８
２

−

５
０
４

−

５
２
１
８

（
土
日
祝
除
く
／
９
時
30
分
～
18
時
）

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、抽

選
結
果
の
ご
連
絡
に
使
用
し
ま
す
。

　

な
お
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い

に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ＮＨＫラジオ第１

ゲスト
神野美伽

ゲスト
冠　二郎

公開録音♪♫

市内中心地の
憩いと交流のスペース

「まちなか広場」
７月９日オープン
商工観光課商工振興係　☎０８２４−７３−１１７８
都市整備課管理係　　　☎０８２４−７３−１１７２

　

昨
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た「
紅

梅
通
り
ま
ち
な
か
広
場（
以
下
ま
ち
な
か

広
場
）」が
７
月
９
日（
月
）に
オ
ー
プ
ン
。　

　

庄
原
地
域
の
中
心
市
街
地
に
は
、こ
れ
ま

で
市
民
が
身
近
に
利
用
で
き
る
公
園
や
地
域

の
交
流
を
図
る
た
め
の
行
事
な
ど
が
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ち
な
か
広
場
は
、ま
ち
な
か
に
賑
わ
い

の
核
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
た

「
紅
梅
通
り
三
軒
茶
屋
」（
平
成
21
年
）、

「
紅
梅
通
り
」（
平
成
22
年
）と
一
体
的
に
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、魅
力
あ
る
空
間
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。九
日
市
な
ど
市
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
活
用
で
、多
く
の
交

流
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

位置図

楽笑座●

交流サロン
　ラッキー●

●アート多愛夢

●庄原市役所

●庄原警察署

庄原まちなか交流施設
（紅梅通り三軒茶屋）

庄原まちなか広場

まちなか広場

紅梅通り

　広さは１,３８０㎡。石畳風の
園路の奥にはオープンスペース
の芝生広場があり、周辺にはモ
ミジ類・うめ類・クヌギなど疎林風
の植栽を施しています。また、小
休憩のできる東屋やベンチ、水
飲み場を配置し、夜間照明やイ
ベントなどで使用できる外部電
源を設置しています。

　英国チェルシーフラワー
ショー２０１２で金メダルとベ
ストガーデン賞を受賞した、
世界的な庭園デザイナー石
原和幸さんがデザイン。

　国営備北丘陵公園には、平成７年4月の開演以来、セッ
トストック・野外ライブに多くのアーティストが訪れて、手
形を残していただいています。まちなか広場には、出演者
の中から、『浜田省吾』・『ミスターチルドレン』・『ドリーム
ズ・カム・トゥルー』の手形を展示しています。

見どころ

見どころ

しょうばら花会議のメンバーと一
緒に行われた庭造りのようす。

まちなか広場の概要

1

2

■庭園”里山のくらし”

■アーティスト手形について
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保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金保

健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

三
次
年
金
事
務
所　
　
　
　

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

３
１
０
７

本
年
度
の
保
険
料
は

月
額
１
４
、９
８
０
円
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」や
「
若
年
者（
30
歳
未
満
）納
付
猶
予

制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
保
険
料

を
納
め
る
か
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
免
除
・
猶
予
の
申
請
を
し
ま

し
ょ
う
。

今
月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

本
年
度
は
７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
を

開
始
し
て
い
ま
す
。審
査
は
、前
年
中
の
所

得
を
も
と
に
行
わ
れ
、今
月
か
ら
平
成
25
年

６
月
ま
で
の
期
間
が
免
除・猶
予
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

て
い
た
方
も
６
月
末
で
承
認
期
間
が
終
了

し
て
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
免
除
や
猶
予

を
希
望
す
る
場
合
は
、改
め
て
申
請
が
必
要

で
す（
継
続
審
査
対
象
者
は
除
く
）。

※
失
業・災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り

免
除
を
希
望
す
る
方
は
、特
例
に
よ
る
免
除

審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
印
鑑（
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

申
請
窓
口

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係
、各
支
所
市
民

生
活
室
ま
た
は
三
次
年
金
事
務
所

こんなに違う！納付・免除などと未納
納付 全額免除 一部納付

（一部免除）
若年者納付

猶予 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

受給資格
期間には ○入ります ○入ります ○入ります ○入ります ×入りません

老齢基礎年金

受給資格
期間には ○入ります ○入ります ○入ります ○入ります ×入りません

年金額の
計算には

○
算入されます

○
免除区分に

応じた割合で
算入されます

○
免除区分に

応じた割合で
算入されます

×
算入され
ません

×
算入され
ません

n
ｅｘ
ｔ
庄
原
さ
と
や
ま
博

〜
も
っ
と
ス
テ
キ
に
輝
き
体
験
〜

体
験
メ
ニュ
ー
実
施
中
！

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
９

　

昨
年
11
月
末
に
閉
幕
し
た「
庄
原
さ
と

や
ま
博
」で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニュ
ー

が
開
発
さ
れ
、好
評
な
メ
ニュ
ー
が
い
く
つ
も

生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、閉
幕
が
近
づ
く
に

つ
れ
、多
く
の
参
加
者
か
ら「
今
後
も
体
験
メ

ニュ
ー
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
声
を
受
け
本
年
度
は
、「ｎｅｘ
ｔ
庄

原
さ
と
や
ま
博
～
も
っ
と
ス
テ
キ
に
輝
き
体

験
～
」と
し
て
、庄
原
市
観
光
協
会
に
よ
り

引
き
続
き
体
験
メ
ニュ
ー
を
企
画・実
施
し
て

い
ま
す
。

　

５
～
６
月
に
は
伝
統
文
化
や
郷
土
食・自

然
を「
神
秘
比
婆
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、４
年

に
１
度
の
伝
統
芸
能「
比
和
牛
供
養
田
植
」

（
５
月
27
日
開
催
）に
合
わ
せ
た
地
域
連
携

イ
ベン
ト
を
企
画
。ヒ
ゴ
タ
イ
の
会
と
三
河
内

地
域
自
治
会
が
共
催
し
た『
め
ぶ
き
交
流

会
と
カ
ン
ナ
残
丘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
６
／
16
）』

を
は
じ
め
、『
比
和
産
の
十
割
そ
ば
打
ち
体
験

（
５
／
29
）』や『
吾
妻
山
で
植
物（
細
密
画
）

を
描
こ
う
！（
６
／
11
）』な
ど
４
メ
ニュ
ー
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
吾
妻
山
で
植
物（
細
密
画
）を
描
こ

う
！
』に
は
、広
島
市
、福
山
市
、府
中
市
な

ど
か
ら
12
人
が
参
加
。森
林
生
態
調
査
研

究
所
理
事
長
の
伊
藤
之
敏
さ
ん
を
講
師
に
、

吾
妻
山
の
山
野
草
を
観
察
し
、植
物
の
細

密
画
を
描
き
ま
し
た
。参
加
者
は「
花
が
好

き
で
見
て
歩
く
こ
と
は
多
い
が
、細
密
画
を

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
詳
し
く
植
物
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
た
く
さ
ん
の

草
木
の
名
前
を
由
来
か
ら
説
明
し
て
も
ら

え
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
」と
話
す
な
ど
、開

催
し
た
体
験
メ
ニュ
ー
は
い
ず
れ
も
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は“ｅｃｏ
涼 

健
や
か
夏
気
分
”

を
テ
ー
マ
に
し
た
体
験
メ
ニュ
ー
を
企
画
し
て

お
り
、『
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら

高
野
を
探
索
し
よ
う
！
』『
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

も
ぎ
取
り
体
験
』な
ど
、６
メ
ニュ
ー
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

庄
原
市
観
光
協
会
ま
で

☎
０
８
２
４

−

７
５

−

０
１
７
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://shobara-info.com
/

体
験
メ
ニ
ュ
ー
集
中
開
催
へ
向
け
た

準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

昨
年
11
月
以
来
２
回
目
と
な
る
体

験
メ
ニュ
ー
主
催
者
交
流
会
が
６
月
13

日
に
開
催
さ
れ
、主
催
者
の
皆
さ
ん
と

今
後
の
本
格
的
な
体
験
メ
ニュ
ー
実
施

へ
向
け
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。市
観
光
協
会
は
、交
流
会
で
の
意

見
を
も
と
に
、今
年
の
秋
は
体
験
メ

ニュ
ー
を
集
中
開
催
し
、「ｎｅｘ
ｔ
庄
原

さ
と
や
ま
博
」の
目
玉
と
し
て
庄
原
市

を
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予

定
で
す
。今
後
も
体
験
メ
ニュ
ー
を
通

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
参
加
者
が
交

流
し
、庄
原
の
良
さ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る“
ス
テ
キ
な
場
”を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

比和産十割そば打ち体験

めぶき交流会と
カンナ残丘ウォーキング

細密画を描こう

一部納付を承認された場合は、減額後の保険料を納付しないと『未納』という扱いになります。注意！！ 交流会の様子



「市民が主役」

シリーズNo.4

自治振興課
まちづくり定住推進係
☎0824－73－1257

わたしたちが
進める

のまちづくり！
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私にもできる
獣害対策

林業振興課　☎0824-73-1124

シ リ ー ズ

　

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た「
庄
原
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
中
。

　

第
４
条
で
は
、市
民
、市
議
会
、市
が
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
際
の
ル
ー
ル
と
し

て
、５
つ
の
基
本
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

（
基
本
原
則
）

第
４
条　

ま
ち
づ
く
り
は
、次
に
掲
げ
る
基

本
原
則
に
沿
って
進
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

❶
参
画
の
原
則　

意
思
決
定
、活
動
お
よ

び
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お
い
て
、市

民
が
自
主
的
に
参
画
す
る
こ
と
。

❷
協
働
の
原
則　

自
助
、共
助
、公
助
の
考

え
方
を
前
提
と
し
て
、協
働
す
る
こ
と
。

❸
情
報
共
有
の
原
則　

積
極
的
な
情
報
提

供
に
よ
り
、情
報
を
共
有
す
る
こ
と
。

❹
人
権
尊
重
の
原
則　

性
別
、年
齢
、国
籍

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、市
民
一
人
一
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
、そ
の
個
性
や
能
力
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
。

❺
男
女
共
同
参
画
の
原
則　

男
女
が
対
等

な
立
場
で
参
画
す
る
こ
と
。

●
獣
害・守
れ
る
集
落
の
作
り
方

そ
の
3　

潜ひ
そ

み
場
所
を
な
く
そ
う

　　

初
回
は
、獣
害
の
原
因
が「
あ
な
た
の
餌

付
け
」、対
策
は
餌
付
け
を
や
め
た
ら
い
い
だ

け
、と
い
う
お
話
で
し
た
。ま
た
前
回
は
、柵

な
ど
の
努
力
が
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
う

「
守
れ
ぬ
畑
」と
、そ
う
な
ら
な
い「
守
れ
る

畑
」の
話
、で
し
た
よ
ね
。

　

そ
し
て
今
回
は
、餌
付
け
を
進
め
る
も
う

ひ
と
つ
の
条
件
、潜
み
場
の
話
で
す
。

　

良
い
餌
場
を
見
つ
け
た
動
物
は
、近
く
に

隠
れ
家
に
な
る
潜
み
場
が
あ
る
と
、子
育
て

ま
で
始
め
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、潜

み
場
に
な
り
や
す
い
竹
や
樹
木
の
話
を
早

速
始
め
ま
す
ね
。

①
竹
林

　

密
生
し
た
竹
林
は
格
好
の
潜
み
場
で
す
。

家
の
隣
り
に
そ
ん
な
竹
林
が
あ
る
と
、テ
レ

ビ
の
音
ま
で
平
気
な
イ
ノ
シ
シ
が
育
ち
ま

す
。家
や
畑
か
ら
10
㍍
く
ら
い
は
見
通
し
が

利
く
よ
う
に
間
伐
し
て
く
だ
さ
い
。竹
林
は

11
月
が
切
り
時
で
す
が
、見
通
し
の
利
く
竹

林
に
し
た
い
だ
け
な
ら
、い
つ
切
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。腰
の
高
さ
で
ど
ん
ど
ん
切
って
く
だ

さ
い
。残
す
目
安
は
２
～
３
平
方
㍍
に
一

本
。乾
い
て
軽
く
な
っ
て
か
ら
そ
の
場
に
倒

し
ま
す
。切
る
と
き
は
必
ず
節
上
で
す
よ
。

節
間
で
な
ん
か
切
ろ
う
も
の
な
ら
、や
ぶ
蚊

の
大
群
が
押
し
寄
せ
ま
す
よ
。

②
庭
木
、雑
木

　

優
先
的
に
切
っ
て
ほ
し
い
の
は
、ク
ワ
、ビ

ワ
、ヤ
マ
モ
モ
、シ
バ
グ
リ
、イ
ヌ
ビ
ワ
な
ど
実
の

な
る
樹
木
。ク
ヌ
ギ
や
カ
シ
な
ど
ド
ン
グ
リ
の

な
る
木
も
忘
れ
ず
に
。

　

切
っ
た
あ

と
切
り
株
か

ら
新
梢
が
伸

び
て
は
意
味

が
な
い
で
す
か

ら
、ひ
ざ
の
高

さ
く
ら
い
で

切
り
、古
い
肥

料
袋
を
か
ぶ

せ
て
縛
っ
て
お

き
ま
す
。
頑

張
り
過
ぎ
て

皆
伐
し
て
雑

草
で
餌
付
け

し
ち
ゃ
ダ
メ
で

す
よ
～
。

【
解
説
】

　

第
４
条
で
は
、各
主
体
が
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
際
の
基
本
原
則
を
記
述
し
て
い
ま

す
。

　

基
本
原
則
は「
共
通
し
て
適
用
さ
れ
る
基

本
的
な
決
ま
り
」を
意
味
し
ま
す
の
で
、こ
の

５
つ
は
、ま
ち
づ
く
り
の
企
画
、実
施
、評
価
、

見
直
し
な
ど
の
過
程
で
、特
に
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

協
働
の
原
則
に
あ
る「
自
助
、共
助
、公
助

の
考
え
方
」と
は
、課
題
解
決
に
際
し
、「
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
、自
分
だ
け
で
は
困

難
な
こ
と
は
地
域
の
助
け
合
い
で
、地
域
や
民

間
の
力
で
も
困
難
な
こ
と
は
公
的
な
支
援
で
」

と
い
う
発
想
を
意
味
し
、補
完
性
の
原
理
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
の
原
則
で
は
、各
主
体
が
持
つ
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
互
い
に
共
有
す

る
こ
と
が
、参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
要

素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
権
尊
重
は
、憲
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、男
女
の
視
点
や
感
覚
の
違
い
な
ど

を
、参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、男
女
共

同
参
画
を
基
本
原
則
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
成
人
を
祝
い
た
い
市
民
の
皆
さ

ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
15
日（
水
）

【
受　
　

付
】９
時
30
分
～

【
式　
　

典
】10
時
～

【
記
念
行
事
】10
時
35
分
～

林　

英
哲
講
演
会

（
和
太
鼓
奏
者
：
東
城
町
出
身
）

【
記
念
撮
影
】11
時
35
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
、市
内
在
住
ま
た

は
庄
原
市
出
身
の
人
。

申
し
込
み

　

対
象
者
に
は
、７
月
中
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
に
は
案
内
状

が
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
教
育
室
へ
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
庄
原
市
に
居
住
し
て
い
る
が
、庄
原
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

○
庄
原
市
の
出
身
で
、庄
原
市
以
外
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人

○
７
月
１
日
以
降
に
、庄
原
市
に
転
入（
住

民
登
録
）す
る
人

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
（
成
人
式
実
行
委
員
会

主
催
）

時
間　

12
時
30
分（
成
人
式
終
了
後
）～

会
場　

庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加
費　

３
千
円
程
度

そ
の
他

　

西
城
町・
東
城
町・口
和
町・
高
野
町・
比

和
町・総
領
町
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

Ｅ
メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.hiroshim
a.jp

ま
た
は
各
支
所
教
育
室

庄
原
市
成
人
式

24 年度の
新規助成対象

研究課題を決定
庄原市県立広島大学
研究開発助成事業

企画課政策推進係
☎０８２４−７３−１１１２

　

市
は
、平
成
17
年
度
か
ら
県
立
広
島
大

学
の
研
究
者
が
所
有
す
る
知
的
資
源
と
地

域
資
源
を
活
用
し
、研
究
成
果
を
商
品
化・

事
業
化
に
結
び
付
け
、地
域
活
性
化
を
図

る
研
究
に
対
し
て
助
成
す
る「
県
立
広
島

大
学
研
究
開
発
助
成
事
業
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、新
規
助
成
対
象
研
究
課
題

と
し
て
、次
の
と
お
り
２
件
の
課
題
を
採
択

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、研
究
成
果
を
研
究

担
当
者
や
し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進

機
構
と
連
携
し
な
が
ら
、地
域
活
性
化
や

新
産
業
創
出
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

◆平成２４年度助成対象研究課題

研究課題の内容 研究者氏名

バンブーマッシュ（ヒラタケ）の栽培法確立とその成分分析

生命環境学部環境科学科
森永　力 教授

 　竹を食用きのこの栽培培地として有効利用する栽培方法を確立し、機能性食品としての新規きの
この開発を目指す。新たな機能性食品としてのきのこ生産を実現させることで、竹の伐採を積極的に
促し、森林保全にもつなげていく。

庄原市域に産する希少山野草の保護増殖に関する研究

生命環境学部生命科学科
入船　浩平 教授

　ヒゴタイ（キク科植物）の組織培養による増殖技術（クローン増殖）の条件を確立し、増殖株を自
然の状態に近い形で植栽・展示を目指す。庄原市域の「花」をテーマにした地域おこし活動と連携し
た観光事業化、切り花生産のシステム構築にもつなげていく。

地
域
活
性
化
に
向
け

新
た
に
２
件
を
採
択

まち
づくり
市民

市市議会

参画の原則

協働の原則

情報共有の原則

人権尊重の原則

男女共同参画の原則
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事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
、本
年
２
月
に
実

施
し
た
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

｜

活
動

調
査
で
、調
査
票
の
記
入
･
提
出
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、市
内
す
べ
て
の
産
業
に
わ

た
る
経
済
活
動
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
産
業
振
興
や
商
工
業
活
性
化

な
ど
の
取
り
組
み
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
も
次
の
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。調
査
対
象
と
な
る
方
に
は
調

査
票
の
記
入
な
ど
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
! !

　

わ
が
国
の
就
業・不
就
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。全

国
約
47
万
世
帯
に
住
む
15
歳
以
上
の
世
帯

員
約
１
０
０
万
人
を
対
象
に
、普
段
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
や
就
業
に
関
す
る
希

望
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、本
年
10
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。全
国
の
製
造

業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、１
年
間
の
生

産
活
動
に
伴
う
出
荷
額
や
原
材
料
使
用
額

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、本
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

企
画
課
政
策
推
進
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
１
２

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

　

今
年
に
入
り
、空
き
巣
な
ど
の
侵
入

窃
盗
が
８
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

侵
入
さ
れ
た
個
所
は
、ほ
と
ん
ど
施
錠

さ
れ
て
い
な
い
玄
関
や
窓
か
ら
で
す
。

　

外
出
時
や
夜
間
は
、確
実
に
鍵
を
掛

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

小・中
学
校
に
入
っ
た
泥
棒
を

逮
捕
し
ま
し
た

　

庄
原
警
察
署
は
、夜
間
に
小
学
校
と

中
学
校
に
侵
入
し
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
を
盗
ん
だ
犯
人
を
５
月
10
日
に
逮
捕

し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
せ
ん
か

　

庄
原
警
察
署
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。泥
棒
に
入
ら
れ

な
い
た
め
に
、あ
る
い
は
、入
ら
れ
た
際
に

犯
人
を
逮
捕
す
る
た
め
に
も
防
犯
カ
メ

ラ
は
非
常
に
有
効
で
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
ご
質
問
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、庄
原
警
察
署
生
活

安
全
刑
事
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 安

心・安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

０
１
１
０

空
き
巣
に

７
月
11
日（
水
）～
20（
金
）は

「
広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動
」の
期

間
で
す

●
運
動
の
重
点
項
目
は
４
つ

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
歩
行
者
、自
転
車
利
用
者
の
交
通
事

故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
す
べ
て
の
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

調
査
員
と
し
て
調
査
活
動
に
従
事
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

調
査
員
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
は
、企

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年齢別就業者数の変化
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【平成 22 年時点の年齢（歳）】

平成 17 年　　　平成 22 年

出典：国勢調査

（人）
今年の夏も市内各地のまつりに出かけよう！

８月に入ると各地で恒例の夏祭りが目白押し。
今のうちから要チェック！しっかりスケジュールを確認しておこう！

七夕まつりinふるさと高野 ふるさと盆踊り・花火大会in比和

第32回庄原よいとこ祭

しょうばら夏まつり花火大会

総領夏祭り

東城「遊夏祭」

ヒバゴン郷どえりゃあ祭り

子どもみこしを先頭に、七夕行列が新市商店街を
練り歩きます。昔懐かしい雰囲気の祭りが楽しめま
す。約１５０発の納涼花火大会が見どころです。　
　■と　き　８月４日（土）１９時～
　■ところ　高野町新市市街地、ふれあい広場
　■問い合わせ　備北商工会高野支所
　　　　　　　　☎０８２４−８６−２０１１

会場近くを流れる比和川沿いに７００個余りの灯ろう
が設置され、幻想的な光で辺りを照らします。ミニ
ゲームや盆踊りの後、花火が比和の夜空を飾ります。
■と　き　８月１５日（水）１９時～２１時３０分
■ところ　比和中学校グラウンド
■問い合わせ　盆踊り花火大会実行委員会
　　　　　　　（備北商工会比和支所）
　　　　　　　☎０８２４−８５−２３３０

庄原の夏を締めくくる一大イベント。２５日夜の恒例
パレードでは、出演団体の熱き踊りが観衆を魅了し
ます。特設ステージやバザー、芸能祭など各種イベ
ントが盛りだくさんです。
■と　き　８月２５日（土）・２６日（日）
■ところ　庄原市街地、メーン会場庄原小学校　ほか
■問い合わせ　庄原よいとこ祭実行委員会
　　　　　　　☎０８２４−７２−７４６０

３,０００発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩りま
す。水面に映る仕掛け花火もみどころです。
■と　き　８月２６日（日）１９時３０分～
　　　　　※雨天の場合は２７日（月）に順延
■ところ　上野公園
■問い合わせ　庄原市観光協会庄原支部
　　　　　　　☎０８２４−７３−０６０２

自治会や地域団体による夜市やステージイベント、
打ち上げ花火（７５発）など、総領町で楽しい夏の
一夜をお楽しみください。
　■と　き　８月４日（土）
　■ところ　総領健康福祉センター前芝生広場
　■問い合わせ
　　里山を楽しむ町イベント実行委員会
　　☎０８２４−８８−３０６５

東城の夏の風物詩、山間に響く１,０００発の花火は
見ごたえあり！伝統の盆踊りも継承しています。ス
テージショーをはじめ楽しい催しが盛りだくさんです。
　■と　き　８月１２日（日）１５時～
　■ところ　東城小学校グラウンド
　■問い合わせ　東城「遊夏祭」実行委員会
　　　　　　　　（東城町商工会内）
　　　　　　　　☎０８４７７−２−０５２５

西城川の清流を照らすたくさんの灯ろうと、対岸から打
ち上がる花火の共演は見どころ。どえりゃあパレードや
子ども抽選会、そのほか楽しい催しがいっぱいです。
　■と　き　８月１３日（月）１３時～２２時
　■ところ　西城町市街地
　■問い合わせ　ヒバゴン郷どえりゃぁ祭り実行
　　　　　　　　委員会（備北商工会本所）
　　　　　　　　☎０８２４−８２−２９０４

注
意
！

平成２４年広島県交通安全スローガン
『いそいでも  かならずかくにん  みぎひだり』
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固い握手を交わす林市長と滝口市長

TOPIX
市政トピックス

企 画 課

市役所の閉庁時間が変わります

両
市
の
友
好
交
流
の
一
層
の
発
展
を

綿
陽
市
友
好
代
表
団
が
来
庄

　10月１日（月）から市役所（支所を含む）の閉庁時間を、現行の 17 時 30 分から17 時 15 分に変更します。

に注意！

　

日
常
生
活
の
中
で
は
、散
歩
中
や
バ
ス

停
で
の
バ
ス
待
ち
な
ど
屋
外
で
発
症
す
る

ほ
か
に
、室
内
で
の
家
事
、飲
酒
な
ど
で

も
発
症
し
、屋
外
よ
り
も
屋
内
で
の
発

症
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、男
性
で
は
、10
代
～
70
代
の
幅

広
い
年
齢
層
で
発
症
し
、女
性
で
は
、10
代

（
ス
ポ
ー
ツ
）と
70
～
80
代（
日
常
生
活
）

で
多
く
な
り
ま
す
。正
し
い
知
識
を
持

ち
、適
切
な
対
処
の
仕
方
を
知
っ
て
い
れ

ば
、熱
中
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
を
心
が
け
、楽
し
く
安

全
な
夏
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

予
防
す
る
た
め
に
は
？

■
暑
さ
を
避
け
る

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
と
き
は
、屋
外
で

の
長
時
間
の
活
動
は
避
け
、帽
子
や
日
傘

な
ど
で
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。屋
内
に
い
る
と
き

も
気
温
や
風
通
し
に
気
を
付
け
、す
だ

れ
や
打
ち
水
で
暑
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

■
し
っ
か
り
水
分
補
給
す
る

　

脱
水
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、運
動
や
作
業
の
前
に
水
分
補
給
し
、

運
動
中
や
作
業
中
に
も
屋
内・外
を
問
わ

ず
、小
ま
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

汗
を
か
い
た
と
き
に
は
、塩
分
も
補
給
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
有
効
で
す
。

　

熱
中
症
の
発
生
は
、梅
雨
の
合
間
に
突

然
気
温
が
上
昇
し
た
日
や
梅
雨
明
け
の

蒸
し
暑
い
日
な
ど
、身
体
が
暑
さ
に
慣
れ

て
い
な
い
と
き
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

■
服
装
に
気
を
付
け
る

　

吸
湿
性
や
通
気
性
の
よ
い
素
材
で
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
風
通
し
の
よ
い
衣
類
や
、

熱
を
吸
収
し
に
く
い
白
色
系
の
衣
類
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

■
体
調
を
整
え
体
力
を
維
持
す
る

　

休
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、ミ
ネ
ラ

ル
や
ビ
タ
ミ
ン
を
含
む
、野
菜
類
や
海
草

類
な
ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。ま

た
、疲
労
回
復
の
た
め
に
、た
ん
ぱ
く
質

を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

　

軽
い
症
状
で
あ
っ
て
も
急
に
重
症
に
な

る
こ
と
が
あ
り
、命
に
か
か
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
す
ぐ
に
体
を
冷
や
し
始
め
て
く
だ

さ
い
。

熱
中
症
を
疑
う
症
状
と
は・・・

○
め
ま
い・失
神

○
筋
肉
痛・筋
肉
の
硬
直

○
大
量
の
発
汗

○
頭
痛・
気
分
の
不
快・
吐
き
気・
嘔

吐・倦
怠
感・虚
脱
感

○
意
識
障
害・け
い
れ
ん・手
足
の
運
動

障
害

○
高
体
温

熱
中
症
の
主
な
応
急
処
置

●
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、冷
房
の
効

い
て
い
る
場
所
に
移
動
す
る

●
着
衣
を
ゆ
る
め
、体
を
楽
に
す
る

●
冷
や
し
た
タ
オ
ル
を
脇
の
下
や
足
の

付
け
根
に
置
き
、体
を
冷
や
す

●
自
分
で
飲
め
る
よ
う
な
ら
、食
塩
水

か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ
る

保健師　友澤増美
東城支所市民生活室

「熱中症」

③水分・塩分の補給

水分を自力で
摂取できるか

①涼しい場所へ避難

救急隊を要請

意識がない

呼びかけに対し
返事がおかしい

水分を自力で
摂取できない

回復しない場合は
医療機関へ

水分摂取できる

有

意識がある

①涼しい場所へ避難

②脱衣と冷却

⑤医療機関へ搬送

②脱衣と冷却

④症状が改善しない場合

意識の確認

熱中症を疑う
症状の有無

総務課人事秘書係　☎０８２４−７３−１１25
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1 ８時３０分
▼

８時３０分
▼

17時３０分 17時15分

変更後現　行

今年の夏も

　

６
月
１
日
、友
好
都
市
と
し
て
交
流
を
続

け
て
い
る
中
国
四
川
省
綿
陽
市
か
ら
友
好

代
表
団
10
人
が
来
庄
し
ま
し
た
。

　

代
表
団
は
滝
口
季
彦
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、団
長
で
綿
陽
市
人
民
政
府
の
林
書
成

市
長
が「
こ
の
素
晴
ら
し
い
季
節
に
庄
原
の

皆
さ
ん
に
お
会
い
し
、自
然
と
人
の
暖
か
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、大
変
う
れ
し
く
思

う
。今
後
も
両
市
の
友
好
交
流
が
一
層
発

災害廃棄物の
取り扱いに関する
市の方針について

　東日本大震災により発生した災害廃棄物の広域処理
について、安全が確保された場合は、県などと連携し、
積極的に受け入れる考えです。
　現在、安全に関する技術的な課題の検討を行ってお
り、整理ができしだい、市民の皆さんにお知らせします。

展
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
の
観
光
交
流
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、そ
の
後
は
、歓
迎
夕
食

会
で
市
内
関
係
者
と
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、７
月
30
日（
月
）～
８
月
２
日（
木
）

に
か
け
て
綿
陽
市
青
少
年
代
表
団
が
本
市

を
訪
れ
、11
月
に
は
庄
原
市
友
好
訪
問
団

が
綿
陽
市
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。
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カメラレポート
ぐるっと庄原。

広報2012.723

Camera Report

広報2012.723

　第１１回ひろしま
「山の日」県民の
集いが６月３日、県
内１１会場で開催
されました。
　これは広島県
が主催するイベン
トで、６月の第１日

曜日を“ひろしま「山の日」”として、山の手入れや体験型
の多彩なプログラムを取り入れた集いを毎年行っていま
す。
　庄原会場となった「板橋さとやま学びの森」では、地元
の板橋一心太鼓と永江太鼓の競演を皮切りに、木を使っ

たコマやネックレス作りなどが楽しめる森のクラフト教
室、ＮＰＯ法人七塚原自然体験活動研究センター理事長
の西村清巳さんによる野草の自然観察会などが行われ
ました。
　また、ペレットストーブやペレット調理器具の展示が行
われ、その調理器具
で焼いたピザが来場
者に振舞われました。
　参加者は「よく手入
れされた森林の中で
心地よい１日が過せ
た」と喜んでいまし
た。

　西城温水プール水夢を地域住民の健康維持や体力づ
くりに役立ててもらおうと６月３日､「第１回レガロフェスタ
ｉｎ水夢」が開催され、２００人を超える参加がありました。
　館内では、ヒップホップダンスやアクアエクササイズ、
県立広島大学庄原キャンパス水泳部によるパフォーマン

ス、住民も参加してのベビースイミングなどが行われ、館
内は歓声と拍手が響いていました。そのほか、アロマオイ
ル作り体験や庄原消防署西城出張所による水上安全教
室なども開催。また、水夢横の芝生広場では「水夢バ
ザール」が設けられ、西城ならではの食のもてなしが大
好評でした。
　実行委員長の堂本時和さんは「レガロとは贈り物とい
う意味。交流し水に触れ
合う楽しみを水夢からの
贈り物として届けられ
た。水夢を幅広い交流と
学びの拠点にしていきた
い」と話していました。

　『糀屋熊本さんに
教 わる糀レシピ 体
験』が５月３０日、食彩
館しょうばら ゆめさ
くらで開催されまし
た。
　これは、昨年開催
された「庄原さとやま

博」の体験メニューを「ｎｅｘｔ庄原さとやま博　もっとステ
キに輝き体験」として新たにメニュー化し、昨年度から継
続の“古式の農事”企画として実施されたものです。
　この日は、福山市などから１６人が参加し、この道６０

年の経験をもつ「熊本糀店」熊
本洋子さん（川北町）から、いま
話題の塩糀や甘酒、即席糀味噌
づくりを教わりました。また、糀
を使った漬物や炒めものなどの
試食会も行われました。
　参加者は「すぐに家庭で実践
できるように教えてもらった」

「熊本さんの説明がとても分か
りやすかった」と喜んでいました。
　熊本さんは「糀づくりを通して参加者の皆さんと楽し
く交流できたことが良かった」と話していました。

　口和町福祉協会が主催する第１回フライングディスク
教室が５月２４日、口和自治振興センターで開催されまし
た。
　フライングディスクは直径約２０㌢の円盤状のディスク
を投げてゴールしたり、投げたディスクの距離を競ったり
と、いろいろな競技があり、正確にディスクを投げること
が求められる競技です。
　町内から参加した７人は、スポーツ交流センターおり
づるの指導員から、ディスクの投げ方や、ゴールを通過さ
せるコツなどを教わりました。５～７ｍ先の直径９１．５ｃｍ

のゴール枠を通そうと何度もチャレンジ。初めはディス
クが左右に流れ、なかなか
ゴールできませんでしたが、
繰り返しチャレンジし徐々に
上達。ゴールしたときには笑
顔がこぼれていました。
　参加者は「久しぶりに体を
動かし、いい汗をかいた。また
参加したい」と汗をぬぐって
いました。

　総領の旬を味わう｢山の幸・野の幸を味わう会｣が５月
１５日、総領健康福祉センターで開催され、町内から１８
人が参加しました。
　これは、地産池消を進めている地元のグループ「旬菜
食堂グループ」が、地元食材とそれを有効活用する方法
を広く知ってもらおうと開催したものです。
　当日は、総領産のたけのこやふき、ぜんまいなど１３種
類の旬な食材を使って、煮物、和え物、茶碗蒸しをみんな
で調理しました。
　参加者は出来上がった料理を味わいながら、｢山菜を

使った料理
をするのは
初めて｣｢参
加者それぞ
れの味を知
ることがで
きた｣｢色々
な人と交流
できて楽し
い｣などと会話を弾ませていました。

REPORT2

REPORT3REPORT6 上達の道はあきらめずチャレンジ
フライングディスク教室

旬をおいしくいただきます
山の幸・野の幸を味わう会

REPORT1REPORT4 山に触れ、山を知り、山を楽しむ一日
ひろしま「山の日」県民の集い

水夢から交流と学びの贈りもの
第１回レガロフェスタｉｎ水夢

▲投げ方のコツを学ぶ参加者

▲クラフト教室を楽しむ親子

▲自然観察会のようす

▲アクアエクササイズ

▲水夢バザール

▲塩糀づくりに挑戦する参加者

糀
こうじ

づくりのプロがレシピを伝授
古式の農事で塩糀づくり体験

▲楽しく調理する参加者の皆さん

　国道４３２号線から
西城町を結ぶ県道西
城比和線「比和まち
なか大橋」が５月３１
日に開通し、渡り初め
式が開催されました。
　当日は、完成を待ち
わびていた多くの地
域 住 民が 式 典に参

加。たくさんの拍手に包まれての開通となりました。
　「比和まちなか大橋」は総延長２７．５ｍ、全幅１０．２５
ｍ。生活面での利用だけでなく、福田頭やあけぼの荘へ

も観光客をいざない、新たなまちづくりへの架け橋として
期待されています。
　橋を訪れた比和保育所園児２１人も、橋の手前の交差
点で交通ルールの講習を受けた後、渡り初めに参加。

「新しい道のにおい
がする」「きもちい
い」と感想を話しな
がら、真新しいアス
ファルトの感触と橋
から見える比和川
の景色を楽しみま
した。

REPORT5まちづくりへの期待を胸に渡り初め
比和まちなか大橋開通

▲園児たちも渡り初め



広報 2012.7 24広報 2012.7 24

カメラレポート
ぐるっと庄原。Camera Report
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カメラレポート
ぐるっと庄原。
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お
し
ら
せ

information

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　

７
月
19
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

７
月
17
日（
火
）・８
月
７
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

８
月
２
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

８
月
15
日（
水
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

７
月
19
日（
木
）・８
月
23
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

７
月
27
日（
金
）・８
月
24
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
知
的

と
き　

８
月
６
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的

８
月
７
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−
７
３
−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き

７
月
17
日（
火
）・８
月
21
日（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

８
月
８
日（
水
）13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

催

　

し

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し

む
期
間
と
し
て
定
着
し
て
い
る「
庄

原
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」が

今
年
で
22
回
を
迎
え
ま
す
。

　

６
月
30
日（
土
）
～
７
月
31
日

（
火
）の
約
１
カ
月
間
、市
内
各

会
場
で
20
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
、体
験
講
座

や
体
力
チ
ェッ
ク
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。総
合
開
会
式
は
７
月
８
日

　働くことの意義やこれからの自分の生き方を考えるこ
とを目的に６月６日～８日の３日間、高野中学校の２年生
１８人が、飲食店、農園、消防署など町内９つの事業所で

職場体験をしました。
　３人が職場体験した市役所高野支所で、健診事業の
補助や防災無線放送の収録などを体験した名越美穂さ
んは「同じ市役所支所でも室によって仕事の内容がまっ
たく違い、幅広い体験ができて勉強になった。将来の夢
を実現するために生かしたい」と意欲を見せていました。
　高野中学校の石田拓二教諭は「今回の職場体験で、
働くことの意義や大変さ、継
続することの大切さを学ぶこ
とができたのでは」と話して
いました。
　この職場体験学習は、引き
続き９月にも行われる予定です。

　吾妻山池ノ原で６月３日、第４２回吾妻山山開きが行わ
れ、登山シーズンの幕開けを祝い、登山客ら約２,５００人
が参加しました。
　当日は、夏山登山の安全を祈願する神事式のあと、早
乙女が「県民謡バイ流し」や「比和音頭」など伝統の舞
を披露し、訪れた人々を楽しませました。舞の輪の中に
は、飛び入り参加の観光客の姿も見られ、吾妻山が一体
となって初夏の訪れを祝いました。
　また、各種バザーコーナーでは、「ヤマメ」や「漬け物」
など地元の特産品が並べられ、比和地域の味覚でおも

てなし。観光客も「きれい」「来年も来たい」と大満足の
山開きとなりました。

REPORT9夏山登山で絶景満喫
第４２回吾妻山山開き

REPORT7将来の夢に向かって第一歩
高野中学校２年生が職場体験学習

▲県民謡バイ流し

▲下高保育所で園児とふれあう

▲防災無線放送の収録を体験

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？
あなたの不安な気持ちをお話しください。

〈〈家族や友人が心配という方もご相談できます。〉〉

広島県西部こども
家庭センター

☎ 082 − 254 − 0391 月～金 10:00 ～ 17:00
休日夜間電話相談
☎ 082 − 254 − 0399

月～金 17:00 ～ 20:00
土日祝 10:00 ～ 17:00

広島県北部こども
家庭センター

☎ 0824 − 63 − 5181（代）
内線 2313 月～金 10:00 ～ 17:00

庄原市役所 女性児童課 女性子ども支援係
☎０８２４−７３−１２４３（月～金 ９：００～１７：００ 年末年始・祝日除く）

（
日
）、庄
原
市
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
方
法
や
競
技
種
目
な
ど

詳
し
い
内
容
は
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
体
育
協
会

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

６
８
８
０

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
６

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
強
調
月
間
で
す

　

こ
の
運
動
は
、す
べ
て
の
国
民

が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つい

て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
力
を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

本
市
で
も
、推
進
大
会
や
街

頭
啓
発
な
ど
の
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

と
き　

７
月
18
日（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

○
法
務
大
臣
メッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

○
講
演・街
頭
で
の
啓
発
活
動

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
４

　東城町内の小学校全４校の５年生６４人が５月１０日、
１１日の２日間、１泊２日の「いきいき体験学習」を行いま
した。
　この体験学習は、町内の企業などの協力のもと１８年
間続いている取り組みです。
　初日は、千手寺などを訪れ、まちの歴史について学ん
だり、削岩機メーカーを訪れて部品を作る各工程を見学
したりしました。削岩機メーカーの見学では、社員の方か
ら機械の組み立て工程や製品について説明を受け、製
品が輸出され世界につながっていることを学習しまし
た。
　東城小の岩田知弥くんは「機械が大きくて驚いた」と

声を弾ませていました。
　二日目は、宿泊会場の休暇村帝釈峡周辺で早朝探鳥
を行い、国天然記念物「雄橋」などを見学しながらフィー
ルドワークを体
験しました。
　 児 童たちは、
東城の自然の素
晴らしさと世界
に誇る産業に触
れ、より一層の魅
力を感じた２日間
になりました。

REPORT8地元の産業と自然に触れる
東城町いきいき体験学習

▲製造部品について質問する児童
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information

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

と
き　

７
月
12
日（
木
）

18
時
15
分
～

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

講
師

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン・リ
ー
パ
ー
さ
ん

演
題　
「
非
核
平
和
に
つい
て
」

　

こ
れ
ま
で
の
平
和
推
進
活
動

の
経
験
や
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
、み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

「
子
ど
も
た
ち
の平和

ポ
ス
タ
ー
展
」

　

広
島
市
内
お
よ
び
海
外
の
姉

妹
都
市
の
小
・
中
学
生
が
平
和
を

テ
ー
マ
に
描
い
た
絵
画
と
ポ
ス

タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
平
和
な
未
来
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き

８
月
１
日（
水
）～
９
日（
木
）

８
時
30
分
～
19
時

※
最
終
日
の
９
日（
木
）は
13
時

ま
で
。

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

人
権
啓
発
映
画
上
映
会

　

市
内
７
会
場
で
映
画「
エン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」を
上
映
し
ま
す
。

　

娘
が
撮
り
続
け
た
膨
大
な
家

族
の
記
録
。残
さ
れ
た
時
間
を

前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す
る
父

と
家
族
の
姿
。涙
と
笑
い
に
包
ま

れ
て
、誰
も
が
自
分
の
家
族
に
思

い
を
寄
せ
る
あ
た
た
か
な
作
品

で
す
。

●
口
和
会
場

７
月
25
日（
水
）19
時
～

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
西
城
会
場

７
月
26
日（
木
）19
時
～

ウ
イ
ル
西
城

●
総
領
会
場

８
月
１
日（
水
）19
時
～

総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
高
野
会
場

８
月
２
日（
木
）19
時
30
分
～

高
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
東
城
会
場

８
月
17
日（
金
）19
時
～ 

東
城
支
所　

●
庄
原
会
場

８
月
18
日（
土
）14
時
～ 

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
比
和
会
場

８
月
21
日（
火
）19
時
20
分
～

比
和
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

庄
原
格
致
高
等
学
校
写
真
部

作
品
展-Finder-

　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

１
席
の
実
績
を
持
つ
写
真
部
の

12
年
間
の
作
品
の
中
か
ら
、傑
作

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

７
月
23
日（
月
）～
８
月
26
日（
日
）

と
こ
ろ　

時
悠
館

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１

舞
台
劇

「
ぶ
た
さ
ん
と
ね
ず
み
さ
ん
」

　

劇
団
む
う
が
、心
優
し
い
ぶ
た

と
、が
ん
ば
り
や
の
ね
ず
み
の
友

情
と
苦
悩（
？
）を
温
か
く
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
演
じ
ま
す
。人
形
と
役

者
と
が
一
体
に
な
っ
た
心
引
き

込
ま
れ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き　

７
月
13
日（
金
）

18
時
40
分
開
場　

19
時
開
演

と
こ
ろ

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

観
賞
券　

前
売
り
１
千
円

自衛官を募集します　～平和を仕事にする～

当
日
１
千
２
０
０
円（
４
歳
以
上

一
律
）

問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
女
性
子
ど
も
支
援
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
×
２
す
る
感
動
を
親
子
で

味
わ
う
会（
代
表　

石
原
春
美
）

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
９
３
０

募

　

集

消
防
職
員
採
用
試
験

　

備
北
地
区
消
防
組
合
で
は
、

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。学
歴・性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日

〔
第
１
次
試
験
〕

９
月
16
日（
日
）９
時
30
分
～　

〔
第
２
次・第
３
次
試
験
〕

10
月
お
よ
び
11
月
の
予
定

試
験
場
所

〔
第
１
次
試
験
〕

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

〔
第
２
次・第
３
次
試
験
〕未
定

試
験
内
容

〔
第
１
次
試
験
〕

一
般
教
養
、消
防
適
性
検
査
Ａ

〔
第
２
次
試
験
〕

集
団
面
接
、作
文
、体
力
検
査

〔
第
３
次
試
験
〕

個
人
面
接

受
付
期
間

７
月
25
日（
水
）～
８
月
20
日（
月
）

募
集
要
項　

備
北
地
区
消
防
組

合
の
各
消
防
署
で
直
接
受
け
取

る
か
、備
北
地
区
消
防
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
８

−
０
０
１
２　

三
次
市

十
日
市
中
３
丁
目
１
番
21
号

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

９
５
７
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.119-bihoku.jp/

ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

　

水
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
利
用

し
た
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
、肺
を
鍛
え
て
か
ぜ
予
防
、保

護
者
の
体
力
維
持
と
ダ
イ
エッ
ト

な
ど
、効
果
抜
群
の
ベ
ビ
ー
ス
イ

ミ
ン
グ
を
専
門
の
イ
ン
ス
タ
ラ
ク

タ
ー
が
楽
し
く
指
導
し
ま
す
。

開
催
日　
８
月
22
日（
水
）・29
日

（
水
）、９
月
５
日（
水
）・
12
日

（
水
）・21
日（
金
）・26
日（
水
）※

１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル
水
夢

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛大学校

推薦

高卒（見込み含む）
～ 21 歳未満

9 月 3 日～ 5 日 9 月 29 日・30 日

総合
選抜 9 月 3 日～ 5 日 1 次：9 月 29 日　2 次：10 月 20 日・21 日

一般
（前期） 9 月 3 日～ 10 月 1 日 1 次：11 月 10 日・11 日　2 次：12 月 11 日～ 15 日

一般
（後期）

H25 年 1 月 23 日～
2 月 1 日 1 次：H25 年 3 月 2 日　2 次：H25 年 3 月 15 日

防衛医科大学校学生 9 月 3 日～ 10 月 1 日 1 次：10 月 27 日・28 日　2 次：12 月 5 日～ 7 日

航空学生 8 月 1 日～ 9 月 7 日 1 次：9 月 22 日　2 次：10 月 13 日～ 18 日
3 次：11 月 10 日～ 12 月 13 日

看護学生 高卒（見込み含む）
～ 24 歳未満 9 月 3 日～ 10 月 1 日 1 次：10 月 20 日　2 次：11 月 17 日・18 日

一般曹候補生
18 歳以上
27 歳未満

8 月 1 日～ 9 月 7 日 1 次：9 月 17 日　2 次：10 月 4 日～ 11 日

自衛官候補生
男子 随　時 受け付け時にお知らせします

女子 8 月 1 日～ 9 月 7 日 9 月 23 日～ 26 日の指定する１日

※待遇・給与など詳しくは、三次地域事務所にお気軽にお問い合わせください。
問い合わせ
自衛隊三次地域事務所　☎０８２４−６２−０３５０　　総務課行政係　☎０８２４−７３−１１２３

対
象　

生
後
４
カ
月
か
ら
３
歳

程
度
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　

プ
ー
ル
利
用
料
の
み

３
０
０
円（
未
就
学
児
童
は
無
料
）

申
し
込
み
方
法　

各
開
催
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
西
城
支
所
市

民
生
活
室
ま
た
は
西
城
教
育
室

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

託
児
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

西
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
２
０
２

西
城
教
育
室

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
４
４
５

「
備
北
の
か
が
や
き
」
秋
冬
編

８
月
下
旬
発
行
予
定

　

庄
原
市
・
三
次
市
の
広
域
観
光

に
取
り
組
ん
で
い
る
備
北
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
、備
北

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
観
光

施
設
や
店
舗
情
報
な
ど
を
掲
載

し
た「
備
北
の
か
が
や
き
秋
冬
編

vol.
７
」の
発
行
を
８
月
下
旬
に
予

定
し
て
い
ま
す
。vol.
６
に
引
き
続

き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し

ま
す
の
で
、備
北
地
域
の
秋
冬
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

現
在
、こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
広

告
掲
載
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま

す
。（
７
月
20
日
ま
で
）

　

詳
し
く
は
、事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
事
務
局

☎
０
８
２
４

−

４
４

−

３
８
５
５

そ

の

他

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
は
、７
月
31
日（
火
）

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日（
水
）か
ら
有
効
と

な
る
新
し
い
保
険
証
を
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
世
帯
主

あ
て
に
発
送
し
ま
す
。８
月
１
日

以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

す
る
際
は
、新
し
い
保
険
証
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。ま
た
、有
効
期

限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、国
民
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要

で
す
。市
民
生
活
課
戸
籍
住
民

係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
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カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
は
、こ
の
春

オ
ー
プ
ン
し
た「
い
こ
い
の
森
」の

シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ

た
ケ
ー
ジ（
檻
）状
の
施
設
で
す
。

　

大
き
さ
は
、奥
行
き
24
ｍ
、横

幅
13・５ｍ
、高
さ
９ｍ
で
、中
国
地

方
最
大
級
で
す
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
に
は
、園

内
発
生
材（
間
伐
材
、落
ち
葉
な

ど
）を
材
料
と
し
た
腐
葉
土
を

敷
き
詰
め
て
お
り
、カ
ブ
ト
ム
シ

は
こ
の
腐
葉
土
の
中
で
成
長
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
下
旬
現
在
、早
く
も
60

匹
ほ
ど
の
成
虫
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
か
ら
８
月
に
か
け
て

次
々
に
成
虫
が
発
生
す
る
見
込

み
で
す
。　

　

こ
の
ド
ー
ム
の
最
大
の
特
徴

は
、中
に
入
り
、間
近
に
い
る
カ

ブ
ト
ム
シ
に
触
れ
て
観
察
で
き
る

こ
と
。カ
ブ
ト
ム
シ
の
力
強
い
動

き
を「
体
感
」し
、身
近
な
自
然
の

「
豊
か
さ
」「
価
値
」を
実
感
し

て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
い
こ
い
の
森　

行
き
方

・車
の
方

第
７
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
最
終
入
庫
16
時
）。

・徒
歩
の
方

園
路
を
お
進
み
く
だ
さ
い（
中
入

口
中
案
内
所
か
ら
約
25
分
）。

・自
転
車
の
方

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
管
理
セ
ン

タ
ー
前
に
駐
輪
後
、徒
歩
で
お
進

み
く
だ
さ
い（
約
15
分
）。

公
開
期
間

８
月
19
日（
日
）ま
で
※
予
定　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
成
虫
が
見
ら
れ
る

期
間
の
み
公
開

公
開
時
間　

10
時
～
17
時

カブトムシに
触れて観察！
カブトムシドーム公開中！
問い合わせ　備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

（要予約）

プ
ー
ル
池「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ

ブ
池
」、ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

「
き
り
き
り
ま
い
」、７
月

14
日
オ
ー
プ
ン

野
外
コ
ン
サ
ー
ト「
セ
ッ

ト
ス
ト
ッ
ク
'12
」開
催
♪

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

～
在
宅
介
護
を
支
援
し
ま
す
～

　

寝
た
き
り
な
ど
の
重
度
の
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、慰
労

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方
は
、所
定
の
書
類
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
や
手
続
き
方
法

は
、高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

係
、各
支
所
市
民
生
活
室
、ま
た

は
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、現
に

居
住
し
て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
人

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

要
件
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
高
齢
者
を
、本
年
２
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
の
間
、在
宅
で
介

護
し
て
い
る
同
居
の
ご
家
族
な
ど

（
主
た
る
介
護
者
）。

支
給
額

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応
じ

て
、月
額
４
千
円
を
支
給
。（
医

療
機
関
、介
護
保
険
施
設
な
ど

に
月
の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で

入
院
、入
所
し
て
い
た
月
は
除

く
）

申
請
に
必
要
な
も
の

○
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労

金
支
給
申
請
書（
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
な
ど
の
確
認
印
が
必

要
）

○
口
座
振
替
依
頼
書（
す
で
に

提
出
し
て
い
る
方
は
不
要
）

○
印
鑑

※
申
請
書
、口
座
振
替
依
頼
書

は
高
齢
者
福
祉
課
、各
支
所
市

民
生
活
室
、市
内
の
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間

８
月
１
日（
水
）～
21
日（
火
）

支
給
の
時
期

９
月
下
旬（
口
座
振
込
）

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
つ

い
て
の
お
願
い

　

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事

故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
７
月

１
日
～
31
日
ま
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、転

倒
な
ど
で
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。降
車
の
際

は
、バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉

が
開
い
て
か
ら
席
を
立
ち
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹

し
て
い
ま
す
が
、や
む
を
得
ず
急

庄原市民会館９/２２（土）
開演：13時

料金：6 , 0 0 0 円（税込）
ジョイフル（庄原ショッピングセンター）・庄原市民会館
ゆめさくら・ローソン各店・チケットぴあ(セブンイレブン
サンクス各店)・ｅプラス(ファミリーマート各店)

ジョイフル（庄原ショッピングセンター）・庄原市民会館
ゆめさくら・ローソン各店・チケットぴあ(セブンイレブン
サンクス各店)・ｅプラス(ファミリーマート各店)

前売券販売所前売券販売所

◆賛助出演◆ 県北歌謡友の会・花柳銀扇会社中

料金：6 , 0 0 0 円（税込）

■主催/ RCC中国放送

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。満
席
の
た
め
、立
っ
た

ま
ま
利
用
す
る
場
合
に
は
、つ
り

革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

中
国
運
輸
局
広
島
運
輸
支
局

☎
０
８
２

−

２
３
３

−

９
１
６
６

（
社
）広
島
県
バ
ス
協
会

☎
０
８
２

−

２
６
１

−

３
２
３
８

あっぱれ
庄原
全 国レ ベ ル の 大 会 出 場
者、全 国・県レ ベ ル の 大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

県
大
会
な
ど

広
島
県
高
等
学
校
卓
球

選
手
権
大
会

（
５
月
12
日
～
13
日
・
広
島
市
安

佐
南
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

中
田　

一
也

（
近
大
福
山
高
３
年
・
高
町
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

中
田　

一
也

（
近
大
福
山
高
３
年
・
高
町
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝

堀　
　

美
陽

（
近
大
福
山
高
３
年
・
小
用
町
）

広
島
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会（
卓
球
競
技
の
部
）

（
６
月
２
日
～
３
日
・
広
島
県
立

み
よ
し
公
園
）

●
女
子
学
校
対
抗（
団
体
戦
）　

優
勝

堀　
　

美
陽

（
近
大
福
山
高
３
年
・
小
用
町
）

堀
田
真
奈
美

（
近
大
福
山
高
２
年
・
上
谷
町
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
６
月
号
の
５

ペ
ー
ジ
で
、庄
原
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
会
長　

森
田
一

宜（
か
ず
の
り
）さ
ん
を
、誤
っ
て

（
か
ず
の
ぶ
）さ
ん
と
記
述
し
ま

し
た
。訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

7月９日（月）発売
発売期間 ７月９日（月）〜７月２７日（金）
抽せん日 ８月７日（火）

2012 年市町村振興宝くじ

　
「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」は
、オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場「
備
北
オ
ー
ト
ビ

レ
ッ
ジ
」に
あ
る
プ
ー
ル
池
で
、水

は
流
れ
に
な
っ
て
池
に
注
い
で
い

ま
す
。一
番
深
い
と
こ
ろ
で
約
30

㎝
、幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
年

は
専
用
駐
車
場
が
完
成
し
、車

で
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
き
り
き
り
ま
い
」は
、中
の

広
場
に
期
間
限
定
で
設
置
さ
れ

る
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
で
、昨
年
に
続

い
て
の
登
場
で
す
。気
軽
に
涼
し

さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

利
用
期
間

・
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

７
月
14
日（
土
）～
９
月
２
日（
日
）

・
き
り
き
り
ま
い

７
月
14
日（
土
）～
８
月
15
日（
水
）

８
月
18
日（
土
）・19
日（
日
）

　

今
年
で
10
回
目
！
広
い
芝
生

で
大
勢
の
人
た
ち
と
一
緒
に
聴

く
音
楽
は
最
高
！
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
、会
場
全
体
の
一
体

感
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

チ
ケ
ッ
ト
購
入
先　

セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
）、食
彩
館

し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、電
話
ま

た
は
公
園
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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広報日記
　「地域の人たちに必要とされ支持していただか
なければ、我々の存在意義がなくなる」。特集で取
材した岡下さんの言葉です。対談にもあるように、
地域商店街型ＳＣは地域と共にあり。ＳＣの活性化
はまちづくりそのもの。まさに、地域の方の参画によ
る協働のまちづくりが鍵になりそうです。奥

７月・８月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問 環境政策課　☎ 0824-72-1398

人の動き
平成 24 年５月末日現在

［住民基本台帳登載人口］
人口　３９，５２１人（前年比−６５３人）
男　　１８，７５８人（前年比−３５６人）
女　　２０，７６３人（前年比−２９７人）
世帯数　１５，９０２世帯（前年比−１０４世帯）

［各地域の内訳］
○庄原地域　１９，０５６人（７，７４７世帯）
○西城地域　４，０５９人（１，５４２世帯）
○東城地域　８，９０３人（３，７５６世帯）
○口和地域　２，２５９人（８３１世帯）
○高野地域　２，０４５人（６９８世帯）
○比和地域　１，６３４人（６６１世帯）
○総領地域　１，５６５人（６６７世帯）

［外国人登録人口］
○人口　３２５人（前年比＋１５人）

ふれあい市長室の日程
問 情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　８月 11 日（土）９時〜１２時　ところ　東城支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課へ
お願いします。

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

７月１１日・２５日
８月８日・２２日

  ９：００～  ９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

と　き　７月 23日（月）12 時15 分〜 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　上西しんじ　ほか５人
　　　　（ハワイアンバンド）
共演グループ
　上西千加子ラブリー・フラ・スタジオ
曲　目　ブルーハワイ、カイマナヒラ ほか

上
うえにし

西しんじ……大学時代からハワイアンバンドの
メンバーとして活動を続ける。ハワイアンのほかラテ
ン、タンゴ、ジャズなどあらゆるジャンルの膨大なレ
パートリーを誇り、ソフトで甘い声に定評がある。現
在、中国新聞情報文化センターのカルチャー教室
で講師を務める。

上西千加子ラブリー・フラ・スタジオ……広島を中
心に県内各所、中国新聞情報文化センターや自ら
のスタジオなどでフラダンス教室を展開している。

問 生涯学習課文化振興係☎ 0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

献血を次のとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。

献血のご案内
問 保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

★８月の展示案内★
第 29回日本の自然写真コンテスト入賞作品展
８日（水）～ 10 日（金）10 時～ 17 時
問 庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月 20 日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎ 0824-72-0075
　　　と　き　8 月９日（木）９時～ 13 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

☎ 0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

8月

【７月～８月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○夏休み木工教室
～自然の恵みで“絵”をつくろう～ウェルカム
ボード、～懐かしい物づくり～竹とんぼ　ほか
　とき　 ７月 21 日(土）13 時～ 15 時、
　　　　22 日(日）10 時～ 14 時、
　　　　８月 18 日(土）・19 日(日）
　　　　10 時～ 14 時
　参加費　300 円※当日随時受け付け
○草木染め教室～服地になる布を染める～
　とき　８月 20 日(月）
　　　　①９時～ 12 時　
　　　　②13 時 30 分～ 15 時 30 分
　参加費　4,900 円　定員各 10 人

▼展示・その他
○無人島キャンプ『不便･不足･不自由』は、生
きる力の大ごちそう　写真パネル報告展
　とき　７月 16 日(月・祝）まで
○土曜夜市　懐かしい屋台とゲーム
　とき　８月４日(土）18 時～ 21 時
○中国物産展
　とき　８月４日(土）～ 16 日(木）

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

７月 15 日（日） 田渕医院 ０８２４−７２−３９００
16 日（月） 藤野医院 ０８２４−７２−４６４６
22 日（日） 笠間医院 ０８２４−７２−０５３５
29 日（日） 戸谷医院 ０８２４−７２−３１３１

８月５日（日） 庄原赤十字病院 ０８２４−７２−３１１１
●東城地域

月　日 診療所名 電話番号
７月 15 日（日） 瀬尾医院 ０８４７７−２−００２３

16 日（月） こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５
22 日（日） 細川医院 ０８４７７−２−００５４
29 日（日） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０

８月５日（日） こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。

実施日 会場 受付時間
７月２０日（金） ザ・ビッグ　庄原店 １１時３０分～１５時

８月１０日（金） 庄原市役所 １０時～１１時３０分
１２時３０分～１５時

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

帝釈峡博物展示施設 時悠館 ☎ 08477-6-0161
９時～１７時　休館日：水曜日（祝日開館、翌日休館）・年末年始

　この土器は、今から約８，０００年前の押
おしがた

型
文
もん

土器（帝釈馬渡岩陰遺跡から出土）と呼
ばれるものです。押型文土器は、縄文時代
早期の中頃（約７，０００～８，０００年前）に西
日本で広く作られていた土器です。押型文
は、鉛筆のような棒に楕円（長円）や山形（ジ
グザグ）などの形を刻み、それを回転させて付けた文様です。い
ろいろな文様がありますが、楕円文と山形文が多く見られます。
楕円文には、粒の大きさが３ｍｍ程度の小さなものから、１ｃｍ以
上の大きなものがあり、時期が新しくなるにつれ大きくなっていきま
す。
　この楕円文土器は口径が約４０ｃｍ、高さが約３０ｃｍあり、ヘル
メットを逆さにしたような形をしています。口縁には波のような４つ
の高まりがあり、波状口縁と呼ばれています。縄文土器にはよくあ
りますが、後の弥生土器や土

は じ

師器などにはない口縁の形です。
底は、写真では丸いように見えますが尖っています。押型文土器
の時期だけに見られる特徴的な底です。周りに石を置くか、穴を
掘って据えたようです。なぜ尖った底にこだわったのかはわかりま
せん。縄文時代早期の人々は、土器で煮炊きをする時、火のまわ
りを効率よくするために試行錯誤していたのかもしれません。

底の尖った縄文土器

毎月１９日は『食育の日』
　国は、６月を『食育月間』、毎月１９日を『食育の日』と定めていま
す。広島県では、１０月１９日を『ひろしま食育の日』として、食育活動
に取り組んでいます。
　しかし認知度はとても低く、市が庄原市食育計画策定時（H.
２１.３）に行ったアンケートで、毎月１９日が食育の日だと知っている
人はわずか５．６％でした。
　『食育』はとても幅広く意味を捉えることができます。自分なりの食
育を実践し、食事を楽しみましょう。

　なかなか習慣は変えられないという方も、毎月１９日を「家族そろっ
て食事をする日」「ありがとう、いただきます、ごちそうさまなどの感謝
の言葉を伝える日」にしてみませんか。

食育コーナー
問 保健医療課　☎ 0824-73-1255

　自分の普段の食生活はどうですか？バランス
はとれていますか？毎日３食食べていますか？

　自分の身体をつくる「食」に関心を持ち、普段の食生活を見
直し、生涯にわたって楽しめる食生活を目指して「食」を学び、

「食」を育みましょう。

　旬の食材、地元の食材を使っていますか？
　自分の家の畑でできた野菜は栄養価の高い

まま食べられます。同じ食事でもどんな食材を使うかで、味も
歯ごたえも変わってきます。
　毎日の食事をより豊かなものにする食生活を始め、健康な
地域を「食」で育みましょう。

食 を育む

食 で育む



N
o.8
8
 平
成
2
4
年
7
月
5
日
発
行
　
　
　
編
集・発

行
　
庄
原
市
情
報
政
策
課
　
〒
7
2
7
-8
5
0
1
 広
島
県
庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
1
0
番
１
号
　
 ☎
0
8
2
4
-7
3
-1
1
5
9
　
　
http://w

w
w
.city.shobara.hiroshim

a.jp　
印
刷
　
シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
㈱

再
生
紙
使
用

庄原産の食材を扱うお店を応援します！

比和町比和 998－1
080-1915-7555
毎週水・日曜日　8:00 ～ 12:00

★常泰喜美江さんに聞きました★
●なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　販売している食材はすべて地元産です。米ぬかぼかしを使って少し
でも化学肥料を抑えた野菜を食べていただきたいと思って登録しま
した。
●お店のこだわりは？
　品数はあまり多くありませんが、地元産の商品の品質を落とさないよ
うに気をつけて販売しています。
　特に、比和産の米（コシヒカリ100％）を『やまびこ米』として販売して
います。

●皆さんへひと言
　宣伝をあまりしてい
ないこともあり、知られ
ていません。これを機
に、ぜひドライブに来て
立ち寄ってください。

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎0824-73-1255）まで。

おいしいも
のは

店
進
推

消地
産地

市
原
庄

地元にある
!!

登録
第9号店やまびこ朝市販売所

野菜（アスパラガス・トウモロコシ・ほうれ
ん草など季節の野菜）・山菜（蕗・アザミ・ワ
ラビ・タキミズナなど）・加工品・漬物・米
（30㌔玄米・5㌔白米）・竹炭・ブルーベリージャ
ム・米ぬかぼかし肥料

所
☎
営

取り扱う市内産食材

地元産にこだわった品ぞろえ

庄原市役所
比和支所

至高野

至庄原

比和郵便局

やまびこ
朝市販売所
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